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基本目標１ 　 地域共生の基盤づく り

推進項目（ １ ） 　 支え合う 地域づく り の支援

＜事業実施結果＞
１ 　 市町社協の機能強化の推進

（ １ ） 市町社協の運営の支援

①地域福祉活動推進協議会の開催

第1回／5月10日／三重県社会福祉会館

第2回／7月18日／オンラ イ ン

第3回／9月19日／三重県社会福祉会館

第4回／11月28日／オンラ イ ン

第5回／1月16日／オンラ イ ン

第6回／3月19日／三重県社会福祉会館

②市町社会福祉協議会事務局長会議の開催

　 第1回／5月10日／三重県社会福祉会館　 講堂

③市町社協組織・ 事業の基盤強化支援事業の実施

第3回地域福祉活動推進協議会において、 全社協作成のチェ ッ ク リ ス ト を活用し 、

意見交換を行った。

（ ２ ） 市町社協職員研修の充実

①市町社会福祉協議会役員セミ ナーの開催

8月1日／三重県社会福祉会館（ オンラ イ ン併用） ／参加者88名

②市町社会福祉協議会事務局長研修会の開催

2月27日／オンラ イ ン／参加者19名

③市町社会福祉協議会職員研修会の開催

ア） 市町社協新任職員研修会

5月26日／三重県社会福祉会館／参加者32名

イ ） 市町社協総務担当職員意見交換会

11月15日／オンラ イ ン／参加者37名

1月26日／オンラ イ ン／参加者26名

（ ３ ） 地域福祉活動計画の策定・ 推進の支援

①市町の地域福祉計画・ 活動計画の策定およ び推進への参画

・ 第4次いなべ市地域福祉活動計画

・ 第2次明和町地域福祉活動計画

・ 第3次鳥羽市地域福祉活動計画

・ 第3次紀宝町地域福祉活動計画

（ ４ ） 相談支援包括化推進員等養成研修の開催

①相談支援包括化推進員等養成研修　 連続研修の開催

第1回／9月21日／参加者28名

第2回／10月4日／参加者33名

第3回／10月26日／参加者32名

②相談支援包括化推進員等養成研修　 テーマ別研修の開催

第1回／11月13日／参加者10名

第2回／12月15日／参加者17名

第3回／1月22日／参加者25名

第4回／2月7日／参加者17名

（ ５ ） 市町社協が実施する 先駆的事業の支援

①地域福祉活動ス テッ プアッ プ支援事業の実施

助成先

　 紀宝町社協／キホッ チョ 農園～ふれあい子ど も 食堂に新鮮な野菜を届けよ う ！
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ア） 令和5年度分報告会の開催

3月13日／三重県社会福祉会館／参加者8名

イ ） 『 令和5年度地域福祉活動ス テッ プアッ プ支援事業　 報告書』 の作成

ウ ） 『 令和5年度地域福祉活動ス テッ プアッ プ支援事業　 事例集』 の作成

エ） 令和6年度分審査会の開催

3月13日／三重県社会福祉会館／参加者8名

3月13日／三重県社会福祉会館／参加者8名

２ 　 小地域福祉活動支援の強化

（ １ ） 小地域福祉活動推進事業の実施

①地域における 支え合い活動セミ ナーの開催

3月5日／三重県社会福祉会館／参加者17名

（ ２ ） 市町社会福祉協議会地域福祉担当者会議の開催

桑員ブロ ッ ク ／東員町社協／参加者7名

三泗鈴亀ブロ ッ ク ／川越町社協／参加者8名

津・ 伊賀ブロ ッ ク ／津市社協／参加者6名

松阪・ 多気ブロ ッ ク ／多気町社協／参加者7名

南勢志摩ブロ ッ ク ／伊勢市社協／参加者14名

東紀州ブロ ッ ク ／紀北町社協／参加者9名

（ ３ ） 生活支援コ ーディ ネータ ーに関する 研修の実施

①生活支援コ ーディ ネータ ー養成研修
3月5日／三重県社会福祉会館／参加者15名

（ ４ ） 生活支援コ ーディ ネータ ー実践者研修・ 意見交換会の実施
3月29日／三重県社会福祉会館／参加者13名

（ ５ ） 就労的活動支援コ ーディ ネータ ー養成研修の実施

3月5日／三重県社会福祉会館／参加者15名

３ 　 福祉教育の支援

（ １ ） 福祉教育の推進支援

①福祉教育意見交換会の開催

第1回／4月25日／オンラ イ ン

第2回／11月1日／オンラ イ ン

②福祉教育セミ ナーの開催

福祉教育の理解と 実践／6月30日／参加者21名

③全国社協福祉教育推進員研修の開催協力

8月10日／参加者5名

４ 　 共同募金と の連携強化

（ １ ） 街頭募金への協力

10月2日／津新町駅前

５ 　 子ど も の居場所支援事業

（ １ ） 「 子ど も の居場所」 ニーズ・ シーズのマッ チング支援事業

①ニーズ・ シーズの把握調査

・ ニーズ登録／44件／アンケート 回答

・ シーズ登録／28件／アンケート 回答

②マッ チング支援の実施

・ 成立92件
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（ ２ ） 「 子ど も の居場所」 継続的な運営のための人材育成事業

①子ど も の居場所づく り 勉強会の開催

第1回「 はじ めての子ど も の居場所づく り 」

7月28日／三重県社会福祉会館・ 限定動画配信／参加者14名（ 動画視聴33回）

第2回「 子ど も から お年寄り ま で集う 「 ねやこ や」 さ んを訪ねて～実地研修～」

8月8日／鳥羽市答志島 ねやこ や／申込み6名（ 天候不良によ り 延期）

10月19日／鳥羽市答志島 ねやこ や／参加者11名（ 再実施）

第3回「 子ど も の居場所の食品衛生と 食品アレ ルギーについて」

8月31日／三重県社会福祉会館／参加者8名

第4回「 個性豊かな子ど も たちと のかかわり について」

10月6日／三重県社会福祉会館／参加者8名

第5回「 子ど も の居場所を継続し ていく ために（ 前編） ～助成金について～」

12月4日／三重県社会福祉会館／参加者21名

第6回「 子ど も の居場所を継続し ていく ために（ 後編） ～広報・ 周知について～」

12月19日／三重県社会福祉会館／参加者12名

第7回「 子ど も の居場所の現状と 課題―令和5年度成果報告会―」

②子ど も の居場所づく り 応援アド バイ ザー派遣の実施
団体4件、 個人2件

③子ど も 食堂イ ンタ ーンシッ プの実施

5件／参加者7名

2月20日／三重県社会福祉会館（ オンラ イ ン併用） ／参加者51名（ Zoom視聴31名）
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基本目標１ 　 地域共生の基盤づく り
推進項目（ １ ） 　 支え合う 地域づく り の支援

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 市町社協の機能強化の推進
　 近年開催し ていなかった市町社協役員セミ ナー、 事務局長研修を 実施する こ と ができ ま し
た。 ま た新たに総務・ 経理担当職員を対象と し た意見交換の場を設ける こ と で、 組織基盤の強
化を図り ま し た。
　 昨年度開催し ていた市町社協事務局長オンラ イ ンサロ ンについては、 地域福祉活動推進協議
会の開催回数を増加さ せる こ と と なり 、 発展的に解消する こ と と なり ま し た。 地域福祉活動推
進協議会では、 全社協の資料に基づき 協議を行う など 、 活発な意見交換が行われま し た。

2 小地域福祉活動支援の強化
　 コ ロ ナ禍において近年開催でき ていなかったセミ ナーを開催する こ と ができ ま し た。 ま た、
市町ブロ ッ ク 別の担当者会議を開催する こ と で、 担当者間の情報共有、 交流を促進し ま し た。
　 生活支援コ ーディ ネータ ー養成研修及び就労的活動支援コ ーディ ネータ ー研修については、
他の市町と つながり を 持てる よ う 、 集合形式で開催し ま し た。 グループワ ーク で他のコ ーディ
ネータ ーと 交流が持てて良かったと 、 好評の声を 多く いただき ま し た。

3 福祉教育の支援
　 早期にセミ ナーを実施する こ と ができ 、 日常生活の中での福祉に着目する 等、 プロ グラ ムの
見直し につなげる こ と ができ ま し た。

4 共同募金と の連携強化
　 街頭啓発募金活動に協力し ま し た。

5 子ど も の居場所支援事業
　 様々な課題を抱える 子ども の居場所に対し て、 企業や個人から の寄付等を つなぐ マッ チング
事業では、 目標数の10倍近い件数のマッ チングにつなぐ こ と ができ ま し た。 ま た、 現地での視
察研修やイ ンタ ーンシッ プを通じ て、 子ど も の居場所の取り 組みを 参加者が具体的に体験する
こ と ができ ま し た。

Ⅱ　 今後の課題
1 市町社協の機能強化の推進

　 地域福祉活動推進部門だけでなく 、 法人経営部門に関する 支援の充実を図っていく こ と が求
めら れま す。 相談支援包括化推進員等養成研修においては、 各市町で包括的な支援体制整備を
よ り 促進する こ と ができ る よ う に開催方法・ 形式について検討し 、 企画・ 実施し ていく 必要が
あり ま す。

2 小地域福祉活動支援の強化
　 県内における 活動状況を把握し 、 具体的な実践が展開さ れる よ う に支援を 強化し ていく 必要
があり ま す。
　 生活支援コ ーディ ネータ ー養成研修及び就労的活動支援コ ーディ ネータ ー研修については、
研修内容や状況等に応じ て、 開催方法の検討を行いながら 実施する こ と が必要と なり ま す。

3 福祉教育の支援
　 従来の福祉教育の枠にと ら われず、 サービス ラ ーニング手法によ る 福祉教育の推進を支援す
る 必要があり ま す。

4 共同募金と の連携強化
　 さ ま ざま な活動で連携強化を図る 必要があり ま す。

5 子ど も の居場所支援事業
　 子ど も の居場所のイ メ ージが生活に困窮し ている 方が対象と なっ ている 一面が未だにある た
め、 地域住民や地域企業に向けて現在の子ど も の居場所の在り 方を 知っても ら う 必要があり ま
す。 ま た、 新たに子ど も の居場所を始める 団体が、 今後継続し ていける 環境作り と し てのネッ
ト ワ ーク 作り や、 人材育成の支援、 寄付等につなげる ための企業理解の支援が求めら れま す。
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基本目標１ 　 地域共生の基盤づく り

推進項目（ ２ ） 　 多様な主体と の協働

＜事業実施結果＞
１ 　 民生委員・ 児童委員の活動支援と 連携強化

（ １ ） 三重県民生委員児童委員協議会への支援

①単位地区民生委員児童委員協議会会長研修会への協力

6月28日～29日／鳥羽シーサイ ド ホテル

②三重県民生委員制度創設100周年事業への協力

ア） 民生委員・ 児童委員活動イ ンタ ーンシッ プ事業

県内4地域において、 大学と 連携し 大学生を対象に事業を実施。

イ ） 100周年記念フ ォ ーラ ムの開催

3月21日／三重県総合文化センタ ー

③在宅福祉委員会研修会への協力

11月1日／三重県総合文化センタ ー

④新任民生委員・ 児童委員研修会への協力

12月21日／三重県総合文化センタ ー

⑤ブロ ッ ク 別研修会への協力

桑員ブロ ッ ク ／2月16日／東員町総合文化センタ ー

三泗ブロ ッ ク ／1月19日／四日市市文化会館

鈴亀ブロ ッ ク ／2月21日／イ ス のサンケイ ホール鈴鹿

中勢ブロ ッ ク ／2月22日／津市白山総合文化センタ ー

松阪多気ブロ ッ ク ／2月9日／BANKYO文化会館

南勢志摩（ 伊勢） ブロ ッ ク ／3月14日／伊勢市生涯学習センタ ー

南勢志摩（ 志摩） ブロ ッ ク ／3月7日／志摩市磯部生涯学習センタ ー

伊賀ブロ ッ ク ／2月13日／伊賀市文化会館

東紀州ブロ ッ ク ／2月14日／海山町公民館

⑥中堅（ 専門） 研修会への協力

100周年記念フォ ーラ ム開催のため、 令和5年度は実施なし 。

⑦各種委員会活動への協力

・ 企画研修委員会　 常任理事会と 併催（ 8回）

・ 在宅福祉委員会（ 4回及び研修会にかかる 視察・ 打ち合わせ（ 正副委員長） 2回）

・ 児童福祉委員会（ 4回）

・ 主任児童委員会（ 4回及び研修会講師と の打合せ（ 正副委員長） 1回）

（ ２ ） 三重県民生委員児童委員協議会と 事業を推進する ための連携強化

①民生委員業務のI T化によ る 新たなつながり 構築事業モデル地区への継続支援

（ ３ ） 民生委員互助共励事業の実施

①指定民生委員児童委員協議会の育成推進

指定民児協の指定なし

②互助事業の実施（ 見舞金、 弔慰金給付）

107件（ 一般105件、 公務傷害2件） 、 1198千円（ 一般1, 138千円、 公務傷害60千円）

③主任児童委員研修会の開催

11月14日／三重県総合文化センタ ー

④災害に備える 民生委員・ 児童委員活動に関する 研修会の開催

12月13日／三重県総合文化センタ ー

・ 広報啓発委員会（ 2回及び正副委員長・ 書記によ る 会議9回、 印刷業者と の打合せ1回）

　 県内単位民児協モデル２ 地区（ 鈴鹿市白子地区、 桑名市大山田西地区） における
継続支援に加え、 鳥羽市、 桑名市大山田東地区、 多度地区が新規導入し た。
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２ 　 種別協議会と の連携・ 協働の推進

（ １ ） 種別協議会と の連携の強化

①三重県社会福祉法人経営者協議会運営支援
ア） 監事会／5月16日／三重県社会福祉会館
イ ） 協議員会

第1回／5月30日／三重県社会福祉会館
第2回／7月20日／書面審議
第3回／3月1日／三重県社会福祉会館

ウ ） 総会
第1回／6月26日／三重県社会福祉会館
第2回／8月8日／書面審議
第3回／3月22日／三重県社会福祉会館

エ） 経営セミ ナーの開催
第1回／6月26日／三重県社会福祉会館／参加者51名
第2回／3月22日／三重県社会福祉会館／参加者33名

オ） 研修会の開催
会計講座／8月7日～21日／動画配信／参加者192名
労務管理講座①9月4日～19日／動画配信／参加者119名
労務管理講座②／10月10日～11月10日／動画配信／参加者127名
法人経営研修会①／8月22日／三重県社会福祉会館／参加者48名
法人経営研修会②／1月15日／三重県社会福祉会館／参加者52名
リ ス ク マネジメ ント 講座／11月8日／ラ イ ブ配信／20名
リ ス ク マネジメ ント 講座／11月20日～12月19日／オンデマンド 配信／236名

カ） ホームページの運用
キ） 「 福祉法人施設経営参考資料集-通巻第18集-」 （ 令和5年度版） の作成
ク ） 経営青年会

役員会／4月18日、 9月1日、 1月26日／三重県社会福祉会館など
総会／4月18日／三重県社会福祉会館と オンラ イ ンのハイ ブリ ッ ト 開催
第1回正副会長会議／6月15日／三重県社会福祉会館
第1回学習会／9月1日／三重県社会福祉会館／12名

広報誌の発行／会報第47号／3月

②三重県保育協議会の運営支援

ア） 協議員会

第1回協議員会／4月14日／三重県社会福祉会館

第2回協議員会／3月28日／三重県社会福祉会館

イ ） 監事会／4月14日／三重県社会福祉会館

ウ ） 三重県保育総合研修会の開催

6月18日／三重県総合文化センタ ー／参加者502名
エ） 東海北陸ブロ ッ ク 保育研究大会「 三重大会」 の開催

7月12日・ 13日／三重県総合文化センタ ー／参加者508名
オ） 東海・ 北陸ブロ ッ ク 次世代保育リ ーダー養成セミ ナーの開催

12月15日／三重県総合文化センタ ー／参加者93名

③三重県障害者小規模福祉施設協議会の運営支援

ア） 役員会

第1回／ 6月7日／三重県社会福祉会館　 研修室3

第2回／9月9日／三重県社会福祉会館　 研修室2

第3回／10月23日／三重県社会福祉会館　 研修室1

第4回／3月6日／三重県社会福祉会館　 研修室3

イ ） 監事会／6月7日／三重県社会福祉会館　 研修室3

ウ ） 総会／6月7日／三重県社会福祉会館　 講堂

エ） 研修会

　 第1回／9月9日／三重県社会福祉会館 大会議室／参加者23名

第2回／3月6日／三重県社会福祉会館　 講堂／参加者22名

第2回学習会( 兼東海北陸ブロ ッ ク 定例勉強会） ／1月25日・ 26日／アス ト 津／22名
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共同募金配分金事業／6月7日／三重県社会福祉会館　 講堂／参加者16名

オ） セミ ナー

　 10月23日／三重県社会福祉会館　 講堂／参加者15名

カ） その他

三重県知事と 社会福祉施設種別協議会の代表者と の懇談会／三重県庁3階
④三重県デイ サービス センタ ー協議会の運営支援

ア） 総会
第1回／6月28日／書面審議
第2回／3月22日／書面審議

イ ） 理事会
第1回／4月25日／三重県社会福祉会館での集合開催
第2回／8月10日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ンのハイ ブリ ッ ト 開催
第3回／12月22日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ンのハイ ブリ ッ ト 開催
第4回／1月29日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ンのハイ ブリ ッ ト 開催

ウ ） 監事会／4月25日／三重県社会福祉会館
エ） 総務運営委員会

第1回／7月21日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ンのハイ ブリ ッ ト 開催
第2回／2月19日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ンのハイ ブリ ッ ト 開催

オ） 講話及び研修会
講話／5月17日～6月14日／動画配信／会員施設（ 186）
第1回全体研修会／6月30日～7月28日／動画配信／参加者98名
第2回全体研修会／7月27日／オンラ イ ン／参加者58名
第3回全体研修会／9月7・ 8日／鈴鹿サーキッ ト 交通教育センタ ー／参加者36名
第4回全体研修会／2月19日／オンラ イ ン／参加者33名

第2回オンラ イ ンレ ク 研修（ 会員施設限定） ／1月30日／オンラ イ ン／参加者41名
カ） 地区研修会

県内6地区で年2回程度研修会を開催
キ） 先進地研修会

「 第21回日本通所ケア研究大会」 に参加/広島県福山市/役員6名、 事務局1名

⑤三重県地域包括・ 在宅介護支援センタ ー協議会の運営支援

ア） 総会・ 講話

第1回総会／5月31日／オンラ イ ン開催

第2回総会・ 講話／3月27日／オンラ イ ン開催

イ ） 監事会／4月24日／三重県社会福祉会館

ウ ） 正副会長・ 正副委員長会議

年4回開催／4月24日、 5月19日、 2月27日、 3月27日／オンラ イ ン

エ） 事業運営委員会

オ） 三重県地域包括支援センタ ー等職員研修事業の実施

初任者研修会／5月31日／オンラ イ ン／参加者43名

課題別研修①／6月22日／オンラ イ ン／参加者62名

課題別研修②／1月22日／オンラ イ ン／参加者104名

課題別研修③／3月5日／オンラ イ ン／参加者77名

カ） 三重県介護サービス 事業者資質向上事業の実施

第1回研修／7月10日／オンラ イ ン／参加者41名

第2回研修／8月16日／オンラ イ ン／参加者70名

第3回研修／10月20日／オンラ イ ン／参加者55名

第4回研修／2月13日／オンラ イ ン／参加者55名

キ） 東海北陸ブロ ッ ク 地域包括・ 在宅介護支援センタ ー研究協議会 「 三重大会」

12月1日／三重県総合文化センタ ー／参加者103名
⑥三重県理学療法士会の運営支援

ア） 連絡調整

年6回開催／4月24日、 5月31日、 8月16日、 9月25日、 1月16日、 2月13日／オン ラ イ ン

障がい福祉関係団体社会福祉種別協議会代表者会議／三重県社会福祉会館 研修室3 

第1回オンラ イ ンレ ク 研修（ 会員施設限定） ／11月28日／オンラ イ ン／参加者301名
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イ ） 月1回会員への冊子等送付など

⑦三重県保育士協会の支援

ア） 総会及び研修会の支援

イ ） 研修室の貸出

ウ ） 保育士名簿の作成補助

オ） 東海・ 北陸ブロ ッ ク 保育士会セミ ナーの開催

12月15日／三重県総合文化センタ ー／参加者103名
⑧ 三重県介護支援専門員協会の支援

実施せず
⑨ 三重県介護福祉士会への協力

実施せず

（ ２ ） 社会福祉施設種別協議会活動育成費助成事業の実施

三重県児童養護施設協会、 三重県母子生活支援施設協議会、

三重県保育協議会、 三重県老人福祉施設協会、 三重県知的障害者福祉協会、

三重県身体障害者福祉施設協議会、 三重県障害者小規模福祉施設協議会

（ ３ ） 研修会の開催

①三重県保育総合研修会
6月18日／三重県総合文化センタ ー／参加者502名

新 ②東海北陸ブロ ッ ク 保育研究大会「 三重大会」 の開催

7月12日・ 13日／三重県総合文化センタ ー／参加者508名

新 ③東海・ 北陸ブロ ッ ク 次世代保育リ ーダー養成セミ ナーの開催

12月15日／三重県総合文化センタ ー／参加者93名

新 ④東海・ 北陸ブロ ッ ク 保育士会セミ ナーの開催

12月15日／三重県総合文化センタ ー／参加者103名

新 ⑤東海北陸ブロ ッ ク 地域包括・ 在宅介護支援センタ ー研究協議会 「 三重大会」

12月1日／三重県総合文化センタ ー／参加者103名

（ ４ ） 全国社会福祉法人経営者協議会東海北陸ブロ ッ ク 協議会

①全国社会福祉法人経営者協議会東海北陸ブロ ッ ク 協議会会長会議への参加

年7回開催　 4月18日、 7月18日、 10月24日、 11月21日、 12月19日、 1月16日、 2月20日

／オンラ イ ン

（ ５ ） 研修会開催の協力

新 ①東海北陸母子生活支援施設研究協議会「 三重大会」 開催への協力

7月6日・ 7日／三重県社会福祉会館／参加者49名

（ ６ ） 研修会への参画

①第65回 全国保育研究大会（ 大分大会）

11月16日・ 17日／別府国際コ ンベンショ ンセンタ ー「 ビーコ ンプラ ザ」

②第42回全国社会福祉法人経営者大会「 兵庫大会」

9月21日・ 22日／・ 神戸ポート ピ アホテル

③東海北陸6県社会福祉法人経営者セミ ナー「 福井大会」

12月14日・ 15日／福井県国際交流会館など

（ ７ ） 種別協議会別の会議を必要に応じ て開催

新 ①東海北陸保育研究大会「 三重大会」 実行委員会の開催
第1回／5月8日／三重県社会福祉会館

第2回／6月12日／三重県社会福祉会館

新 ②東海北陸保育研究大会「 三重大会」 運営委員会の開催
第2回／7月12日／三重県総合文化センタ ー

新 ③東海北陸ブロ ッ ク 保育協議会会議の開催
第1回／7月13日／三重県総合文化センタ ー
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第2回／12月15日／三重県総合文化センタ ー

第3回／2月22日／福井県アオッ サ

新 ④東海北陸ブロ ッ ク 地域包括・ 在宅介護支援センタ ー研究協議会 「 三重大会」 運営員会の開催

第1回/8月1日/オンラ イ ン

第2回/11月1日/オンラ イ ン

（ ８ ） 各種別協議会研修会、 会議への参加

①東海北陸保育研究大会「 福井大会」 運営委員会

第1回／2月22日／福井県アオッ サ

②全国社会福祉法人経営者協議員総会

第1回／6月2日／オンラ イ ン

第2回／9月20日／オンラ イ ン

第3回( 臨時) ／3月8日／オンラ イ ン

第4回／3月8日／全国社会福祉協議会「 灘尾ホール」

③全国社会福祉法人経営者協議会ブロ ッ ク 会議（ 東海・ 北陸）

5月29日／名古屋マリ オッ ト アソ シアホテル

（ ９ ） 政策提言活動の支援

①社会福祉種別協議会代表者会議の開催
高齢者関係社会福祉施設種別協議会代表者会議／9月13日／三重県社会福祉会館

障がい福祉関係社会福祉施設種別協議会代表者会議／9月14日／三重県社会福祉会館

児童福祉 関係社会福祉施設種別協議会代表者会議／9月13日／三重県社会福祉会館

②三重県知事と 種別協議会代表者と の懇談会の実施

高齢者関係懇談会／12月13日／三重県庁 プレ ゼン テーショ ン ルーム

児童・ 障がい福祉関係懇談会／12月7日／三重県庁 プレ ゼン テーショ ンルーム
③必要に応じ て国・ 県等への要望活動

・ 三重県関係部署／5月10日／三重県庁
・ 自由民主党三重県支部連合会への要望活動／8月10日／自由民主党三重県支部

・ 三重県議会新政みえへの要望活動／8月29日／三重県議会棟

・ 三重県内与党国会議員／10月／県内各応援事務所

３ 　 社会福祉法人の公益的な取組の促進

（ １ ） 具体的な支援の開発と 実施

①生活困窮者支援緊急食糧提供事業の実施

1, 504件

②緊急時物品等支援事業の実施

270件

③生活困窮者就労活動支援事業の実施

447件

④賃貸住宅入居保証事業の実施（ 休止）

⑤地域公益活動広域連携助成事業の実施（ 休止）

⑥災害派遣助成事業の実施（ 休止）

⑦ヘルプマーク 配布協力事業の実施

1件

⑧その他「 制度の狭間の課題」 に対応する 事業の開発

（ ２ ） 社会福祉法人の公益活動に関する 情報発信

①みえ福祉の「 わ」 創造事業の周知

広報誌「 福祉みえ」 8月号において、 事業の活用状況等について周知を行っ た。

②ホームページ等を活用し た社会福祉法人の公益的な取組の発信

（ ３ ） みえ福祉の「 わ」 創造基金と 事業運営委員会の運営

①みえ福祉の「 わ」 創造基金の運営への協力
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事務局と し て、 県内法人への連絡調整や会計管理を実施

②みえ福祉の「 わ」 創造事業運営委員会の運営支援

ア） みえ福祉の「 わ」 創造事業運営委員会

第1回運営委員会／7月25日／三重県社会福祉会館

第2回運営委員会／12月26日／三重県社会福祉会館

第3回運営委員会／3月25日／三重県社会福祉会館

イ ） みえ福祉の「 わ」 創造事業監事会

第1回監事会／6月21日／三重県社会福祉会館

４ 　 ボラ ンタ リ ーアク ショ ン を支える 仕組みづく り

（ １ ） ボラ ン ティ アセンタ ーの機能強化

①ボラ ンティ アセンタ ー運営委員会の開催（ 年2回）

第1回／7月12日／オンラ イ ン

第2回／1月31日／オンラ イ ン

②市町社会福祉協議会ボラ ンティ ア担当者連絡会議の開催

8月28日／三重県社会福祉会館／参加者29名

③ボラ ンティ アコ ーディ ネーショ ン研修の開催（ 全6回）

入門編

2日目「 ボラ ンティ ア保険と リ ク ス マネジメ ント ２ 」 ／8月25日／16名

実践編

1日目「 仲間づく り のためチラ シ作り 講座」 ／9月11日／13名

／10月10日／11名

3日目「 受入型ボラ ンティ アコ ーディ ネーショ ンの実例」 ／11月13日／11名

4日目「 ボラ ンティ ア団体・ 活動者と のコ ミ ュ ニケーショ ン」 ／12月21日／12名

④ボラ ンティ ア関連情報の発信

LI NE公式アカウ ント の運用によ る 助成金情報・ セミ ナー等の発信

／登録者数104名（ 3月末時点） ／月2～4回、 計36回

⑤みえボラ ン タ リ ーフ ォ ーラ ムの開催

～こ れから のサス ティ ナブルな地域づく り を考える ～

第1回／9月8日／15名

第2回／9月26日／14名

第3回／10月16日／14名

⑥三重県ボラ ンティ ア連絡協議会事業への協力

幹事会・ 代議員会の開催協力・ 出席／第3土曜日他

総合研修会の開催協力／11月25日

（ ２ ） Ｎ Ｐ Ｏ 、 企業、 団体等と の連携の推進

①災害関係事業及びみえ災害ボラ ンティ ア支援センタ ー事業への参画

幹事会への参画／月1回

官民連携によ る 被災者支援体制構築モデル事業への参画

・ 先進地視察／9月5日／長野県災害支援ネッ ト ワ ーク

・ 「 平時の協働プラ ッ ト フ ォ ーム」 のあり 方検討のための有識者によ る 検討会

　 ／9月25日、 10月12日、 11月2日、 12月5日

・ シンポジウ ムの開催　 被災者支援協働プラ ッ ト フォ ームの必要性

　 ～平時から 『 つながり 』 をつく る ／1月13日／88名

②公益財団法人三重ボラ ンティ ア基金事業への協力

運営委員への就任

③社会福祉法人三重県共同募金会への協力

④県内市民活動センタ ー・ Ｎ Ｐ Ｏ 等と の連携

本会・ 全国社協が発信する 情報の提供

⑤コ ープみえと の連携協定に基づく 地域福祉交流会の開催

1日目「 ボラ ン ティ ア概論・ ボラ ン ティ アコ ーディ ネーショ ン 概論」 ／8月3日／12名

2日目「 個人情報保護　 Ｉ Ｃ Ｔ 社会のボラ ンティ アコ ーディ ネーショ ン（ オンラ イ ン） 」
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⑥SDGsを切り 口と し た企業等の連携強化に向けた取組みの推進

社会福祉協議会・ JA組織交流会の開催

第1回／10月23日／JA三重研修所／参加者35名

第2回／2月21日／三重県社会福祉会館／参加者16名

５ 　 当事者活動の支援強化

（ １ ） シニア世代に対する 活動支援（ シニア社会活動・ 健康づく り 推進事業の実施）

①第35回全国健康福祉祭えひめ大会への選手派遣事業

　 （ ねんり んピ ッ ク 笑顔のえひめ2023） 期日： 10月28日（ 土） ～31日（ 火）
ア） 選手派遣に係る 各競技団体代表者会議／4月28日／三重県社会福祉会館

イ ） 全国健康福祉祭担当係長会議／5月17・ 18日／愛媛県民文化会館

ウ ） 派遣選手代表者会議／10月6日／三重県社会福祉会館

エ） 結団壮行式／10月26日／三重県庁 玄関フ ロ ア

オ） 選手派遣／10月28日～10月31日／愛媛県

②生活支援コ ーディ ネータ ーに関する 研修の実施

ア） 生活支援コ ーディ ネータ ー養成研修

3月5日／三重県社会福祉会館／参加者15名

イ ） 就労的活動支援コ ーディ ネータ ー養成研修

3月5日／三重県社会福祉会館／参加者15名

③生活支援コ ーディ ネータ ー実践者研修・ 意見交換会の実施

生活支援コ ーディ ネータ ー実践者研修・ 意見交換会

3月29日／三重県社会福祉会館／参加者13名

（ ２ ） 各種会議への参加

①全国明る い長寿社会づく り 推進機構連絡協議会総会・ 会議・ 研修等
第1回総会／7月4日／オンラ イ ン開催

第2回総会／2月5日／オンラ イ ン開催

②東海北陸ブロ ッ ク 明る い長寿社会づく り 推進機構連絡会議
2月5日／オン ラ イ ン開催
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基本目標１ 　 地域共生の基盤づく り
推進項目（ ２ ） 　 多様な主体と の協働

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 民生委員・ 児童委員の活動支援と 連携強化
　 新し い体制の三重県民生委員児童委員協議会と 連携し 、 各種事業及び事務を行っ ていま す。
今年度は三重県民生委員制度創設100周年の節目の年にあたる ため、 県から 受託し た民生委員・
児童委員活動イ ンタ ーンシッ プ事業のほか、 100周年記念フ ォ ーラ ムの開催など 、 民生委員・ 児
童委員活動についての情報発信を 目的と し た取組みを進める こ と ができ ま し た。
　 ま た、 各種研修会等においては、 コ ロ ナ前の形態での開催が可能と なり 、 内容の充実を図り
ま し た。

2 種別協議会と の連携・ 協働の推進
　 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の対策のため、 オンラ イ ンを活用し た会議や事業の運営・ 推進を
する 一方で、 徐々に集合型に移行し ている 事業も あり ま し た。 ま た、 研修事業については、 引
き 続き 、 I CTを活用し 、 Zoomを使用し たLi ve配信や事前録画映像の配信によ り 、 多く の方に参
加・ 視聴いただける よ う 実施し ま し た。

　 三重県保育総合研修会は、 4年ぶり に参集型と し て開催し 、 多く の方にご参加いただき 、 アン
ケート でも 好評の声を 多く いただき 、 県内の保育者の資質向上及び意見交流の場と なり ま し
た。 ま た、 東海北陸保育研究大会「 三重大会」 については、 県内関係者及び全国、 東海北陸保
育協議会と 協力し ながら 運営を行い、 500名を超える 方に参加いただき 、 東海北陸6県の保育関
係者がと も に学び合う 良い機会と なり ま し た。

3 社会福祉法人の公益的な取組の促進
　 今年度から は、 事務の効率化のためI CTの利活用に取り 組み、 一部の事業ではオンラ イ ン申請
ができ る 仕組みを構築し ま し た。 ま た、 本会の広報誌を活用し た周知にも 取組みま し た。 昨年
度よ り 参画法人は増えま し たが、 基金の財政と し ては厳し い状況が続いていま す。

4 ボラ ンタ リ ーアク ショ ンを支える 仕組みづく り
　 市町社協の担当者会議では、 全社協作成の強化方策に基づき 意見交換を行い、 様々な角度か
ら の気付き を 得ら れる 機会と なり ま し た。
　 みえボラ ンタ リ ーフ ォ ーラ ム事業においては、 各回で1つの具体的な取り 組みを掘り 下げる こ
と と し ま し た。 １ つの取り 組みを よ り 深く 学ぶこ と ができ 、 参加者が地域での取り 組みにつな
げる ヒ ント を 得ら れる 内容と なり ま し た。
　 他機関と の連携では、 初めてJA組織と の交流会の場を設ける こ と ができ ま し た。 今後、 各地
域で具体的な取組みにつながる こ と が期待さ れま す。

5 当事者活動の支援強化
　 ねんり んピ ッ ク 選手派遣に係る 各競技団体代表者会議では、 各競技代表者が後日競技参加者
に伝達し やすいよ う 、 説明資料を マニュ アル化（ 冊子） し 、 よ り わかり やすい説明を行いま し
た。

Ⅱ　 今後の課題
1 民生委員・ 児童委員の活動支援と 連携強化

　 三重県民生委員制度創設100周年記念事業の実施によ り 、 さ ま ざま な世代に民生委員・ 児童委
員活動についての積極的な情報発信を行い、 県民の理解と なり 手確保につなげる 機会と なり ま
し た。 今後も 、 県、 県民児協と 連携し 、 取り 組みを進めていく 必要があり ま す。

2 種別協議会と の連携・ 協働の推進
　 今後、 引き 続き 、 感染症対策を 行いながら 、 各協議会の資質向上や地域連携の強化等に向
け、 研修会や会議等の運営を行っ ていく 必要があり ま す。 そのために、 各企画メ ンバーをはじ
め、 行政など の関係機関と も 連携し 、 進めていく こ と が求めら れま す。

　 三重県保育総合研修会では、 県内保育者の参加が多く あり ま し たが、 東海北陸保育研究大会
では、 県内参加者が減少し ま し た。 研修会の期間が1カ月程度し か期間がないこ と も あり 、 今後
東海北陸保育研究大会を三重県で開催する 年度は、 保育総合研修会の開催時期や保育総合研修
会を行わず東海北陸保育研究大会に統一し て実施する かなど も 含めて検討する 必要があり ま
す。
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3 社会福祉法人の公益的な取組の促進
　 基金残高のひっ迫によ り 、 昨年度に引き 続き 一部の事業を 休止し ま し た。 継続事業の利用状
況は少し 落ち着いたも のの、 基金の財政状況は依然と し て厳し いも のと なっ ていま す。 あら た
めて県内の社会福祉法人への働き かけについて、 方法の見直し 改善含めて検討し 、 強化し てい
く 必要があり ま す。

4 ボラ ンタ リ ーアク ショ ンを支える 仕組みづく り
　 ボラ ンティ アコ ーディ ネーショ ン研修においては、 各テーマを設ける こ と よ り も 、 一連のプ
ロ グラ ムと なる よ う 見直す必要があり ま す。
　 みえボラ ンタ リ ーフ ォ ーラ ム事業においては、 若者、 若手社員の取り 組みを共有し 、 こ れか
ら の地域の担い手と なる 層と の接点と する 必要があり ま す。

5 当事者活動の支援強化
　 ねんり んピ ッ ク 選手派遣事業について、 各団体・ 選手と の連絡や情報提供を適切に行い、 三
重県選手団事務局と し て円滑に、 かつ安全に大会に臨める よ う 取り 組む必要があり ま す。
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基本目標１ 　 地域共生の基盤づく り

推進項目（ ３ ） 　 総合的な相談支援機能の強化

＜事業実施結果＞
１ 　 日常生活自立支援事業における 市町社協支援の強化

（ １ ） 三重県日常生活自立支援センタ ーの運営

①契約締結審査会の開催（ 毎月）
毎月開催／三重県社会福祉会館

のべ件数　 審査116件、 報告 3, 291件、 相談 2件

令和6年3月末　 実利用者数2, 201件

②運営監視委員会への業務報告
5月22日／三重県社会福祉会館

2月6日／三重県社会福祉会館

③現地調査（ 全市町社会福祉協議会対象） の実施

29市町で実施／6月～12月（ 延べ29日）

調査内容／調査を実施する 月の前々月末ま でに契約し た利用者で書類等預かり

　 サービス を 実施し ている 全ての利用者について、 現物と 書類預かり 書記載

　 内容を確認。 ま た、 各市町社協において数名分ずつサービ ス 実施ごと の

　 記録（ 調査実施時点よ り およ そ一年分） を照合。

　 一部の日常生活自立支援センタ ーについては運営適正化委員会事務局が訪問、

　 調査を実施。

④市町社会福祉協議会への運営支援、 指導

日常生活自立支援事業実施上での手続き 等に関する 問い合わせへの対応。

（ ２ ） 会議・ 研修会等の開催

①市町社会福祉協議会事務局長会議の開催

第1回／7月27日／オンラ イ ン

第2回／12月7日／オンラ イ ン

②専門員連絡会議の開催

3月22日／オンラ イ ン形式

③専門員資質向上研修の開催

9月22日／三重県総合文化センタ ー／参加者41名

④専門員情報・ 意見交換会の開催

第1回／7月27日／三重県社会福祉会館

第2回／11月21日／オンラ イ ン

第3回／2月1日／オンラ イ ン

⑤新任専門員研修会の開催

5月18日／三重県社会福祉会館／参加者22名

⑥生活支援員等研修会の開催

11月7日／三重県総合文化センタ ー／参加者144名

（ ３ ） 広報・ 啓発活動の充実

①パンフ レ ッ ト 作成・ 配布

市町社会福祉協議会へのパンフ レ ッ ト の配付。

②研修会等における 啓発

桑名市社協「 市民後見人養成講座（ フ ォ ロ ーアッ プ研修） 」 ／11月20日

度会町社協「 民生児童委員及び福祉推進員合同研修会」 ／1月25日

２ 　 成年後見制度の利用促進によ る 権利擁護活動の支援

（ １ ） 成年後見制度の推進

①「 社会福祉協議会 権利擁護支援研修・ 調査委員会」 の開催

5月29日／オンラ イ ン

審査会、 現地調査における 指摘事項、 不適正事案発生時の経緯他の聞き 取り と 指導。
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②「 三重県権利擁護支援研修・ 調査企画会議」 の開催

2月8日／オンラ イ ン

③県内社会福祉協議会における 成年後見制度関連事業に係る 調査の実施

調査対象 三重県内市町社会福祉協議会（ 29市町）

④成年後見にかかる 担当者の資質向上研修会の開催（ 年３ 回）

（ ２ ） 成年後見制度利用促進市町支援事業の実施

①モデル市町へ成年後見制度の地域連携ネッ ト ワ ーク の中核と なる 機関設置支援の実施

ア） いなべ市／成年後見制度利用に係る 助成制度要綱、 規約等の整備について

第1回、 第2回　 7月27日／オンラ イ ン形式

第3回、 第4回　 10月20日／いなべ市役所

第5回、 第6回　 2月16日／いなべ市役所

イ ） 東員町／中核機関設置およ び協議会運営等に係る 助言

第1回　 2月29日／東員町ふれあいセンタ ー

ウ ） 多気町／中核機関設置およ び協議会運営等に係る 助言

第1回　 12月14日／多気町社協

第2回、 第3回、 第4回　 1月23日／多気町社協

第5回、 第6回　 2月29日／多気町社協

　 　 ※アド バイ ザー1名の派遣を1回と 換算

②成年後見制度利用促進に向けた関係機関会議の実施（ 年2回）

10月11日／オンラ イ ン形式

③市町職員及び市町社会福祉協議会職員向け研修の開催

8月10日／オンラ イ ン／参加者32名

12月5日／三重県総合文化センタ ー／参加者51名

2月19日／オンラ イ ン／参加者23名

３ 　 生活困窮者の自立支援

（ １ ） 自立相談支援事業の実施

①潜在化する ニーズについて、 相談者のアセス メ ント によ る 解決策の立案
新規受付件数　 183件

相談延べ回数　 1, 772回

就労につながった件数　 5件

生活保護につながった件数　 12件

②アウ ト リ ーチ支援員の増員によ る 複合的な生活課題への対応強化

アウ ト リ ーチ支援員訪問回数　 252回

③支援プラ ン案の策定

支援プラ ン作成件数　 78件

④支援調整会議を月例で開催

支援調整会議開催回数　 32回

⑤タ ブレ ッ ト を活用し たリ モート 面談の実施及びテレ ビ通訳の導入

テレ ビ通訳を活用し た件数10回、 時間 70分

新 ⑥特例貸付償還猶予申請に係る 面談の実施及び支援
対象者の抽出及び面談の実施及び支援（ 26回） 。

⑦町における 出張相談モデル事業の実施
9月下旬に計画さ れた町があったが、 事前申し 込みなく 未実施。

⑧コ ロ ナ禍によ り 急増し た住居確保給付金の申請に関する 業務

申請受理件数　 11件

（ ２ ） 事業の周知及び広報

①生活困窮者自立相談支援事業リ ーフ レ ッ ト の配付
各町・ 町社会福祉協議会に配布、 外国人向けに英語版を作成及び配布。

②ニュ ース レ タ ーの発行

令和5年度は実施せず。
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12回（ 毎月末に発行）

③ホームページの充実

今年度は未実施。

（ ３ ） 家計改善支援事業の実施

①家計改善支援にかかる 事業の実施

実施相談件数　 5件
②家計改善支援に関する 技術的な援助

随時、 同行支援。

③家計改善支援業務従事者への研修会の開催

家計改善支援事業集合研修（ 2月28日／参加者32名）

（ ４ ） 生活困窮者支援に関する ネッ ト ワ ーク 構築の推進

①任意事業（ 就労準備支援事業、 就労訓練事業、 一時生活支援事業、 子ど も の学習・ 生

　 活支援事業等） の実施機関と の連携及び情報共有

②任意事業実施機関と の情報共有及び連絡会議の開催

③アウ ト リ ーチ支援の実施にあたり 、 ひき こ も り 地域支援センタ ー、 サポス テ等の自立

　

　

４ 　 生活福祉資金・ 臨時特例つなぎ資金等貸付事業の推進

（ １ ） 適切な貸付への取組

①生活福祉資金貸付審査等運営委員会の開催（ 月1回）

②生活困窮者自立支援制度と の積極的な連携

主任相談支援員研修での特例貸付の事業説明と 協力依頼／8月22日
③教育支援資金申請時の借受人の償還意思確認の徹底

所定の借入上限月額の1. 5倍基準の適用者には、 申請理由の作文を 義務付け。

（ ２ ） 相談機能の充実

①生活福祉資金担当職員研修会の開催

第1回生活福祉資金貸付事業担当職員研修会／4月26日

②県社協、 市町社協間での相談事例の共有

③各市町社協窓口での対応の平準化への取組

　 ②③併せて、 市町社協訪問で順次実施。

桑名市社会福祉協議会 　        　             　  9月25日

子ど も の学習・ 生活支援事業に関し て、 町社協、 （ 株） ト ラ イ 、 学校関係者等と 随
時情報共有。

・ 伊勢志摩地域生活保護受給者等就労自立促進協議会（ 5月30日）
　 ／多気度会福祉事務所
・ ひき こ も り サポータ 養成講座（ 7月1日） ／鳥羽市社協
・ ひき こ も り 支援フ ォ ーラ ム（ 9月3日） ／県、 三重県済生会
・ 県・ ひき こ も り 地域支援センタ ーと 意見交換（ 9月14日）
・ 三重県南勢地域ひき こ も り 支援ネッ ト ワ ーク 会議（ 10月13日）
・ 三重県北勢地域ひき こ も り 支援ネッ ト ワ ーク 会議（ 11月17日）
・ ひき こ も り 支援会議（ 3月5日） ／県松阪庁舎
・ ひき こ も り 支援会議（ 3月22日） ／県四日市庁舎

  相談支援機関と 関係する 他の機関と のネッ ト ワ ーク の形成

多気町を除く 県内郡部14町を対象と し て、 各町社協と コ ンソ ーシアムによ る 事業の実施。

　 【 貸付決定】
　 　 緊急小口資金　 　       93件　   7, 530, 000円
　 　 福祉資金福祉費　     　 35件   13, 063, 000円
　 　 （ う ち生活保護世帯向け生活必需品貸付　 15件　 1, 044, 000円）
　 　 教育支援資金　   　    134件 　 64, 382, 000円
　 　 不動産担保型生活資金   1件  　 8, 274, 000円

相談延べ回数　 40件

子ど も の学習・ 生活支援事業　 31名（ 東員町2名、 菰野町6名、 明和町4名、 大紀町2
名、 紀北町9名、 御浜町6名、 紀宝町2名）
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四日市市社会福祉協議会                    　 　 10月 4日

津市社会福祉協議会（ 久居支部で実施） 　 　 　 　 　 10月 5日

多気町社会福祉協議会　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10月11日

玉城町社会福祉協議会、 志摩市社会福祉協議会　 　 10月13日

亀山市社会福祉協議会、 木曽岬町社会福祉協議会　 10月20日

いなべ市社会福祉協議会、 東員町社会福祉協議会　 10月23日

鳥羽市社会福祉協議会、 明和町社会福祉協議会　 　 10月27日

伊賀市社会福祉協議会、 朝日町社会福祉協議会　 　 10月30日

尾鷲市社会福祉協議会、 御浜町社会福祉協議会　 　 11月 2日

伊勢市社会福祉協議会、 大紀町社会福祉協議会　 　 11月 6日

熊野市社会福祉協議会、 紀宝町社会福祉協議会　 　 11月 7日

大台町社会福祉協議会、 紀北町社会福祉協議会　 　 11月13日

名張市社会福祉協議会　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11月17日

菰野町社会福祉協議会、 川越町社会福祉協議会　 　 11月20日

度会町社会福祉協議会、 南伊勢町社会福祉協議会　 11月22日

鈴鹿市社会福祉協議会　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12月 4日

松阪市社会福祉協議会　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12月15日

新 ④市区町村連携シス テムの導入推進

桑名市、 四日市市、 川越町の各市町社協へ令和6年度中の導入に向けて調整中。

 （ 導入済みの市社協： 津市、 伊勢市、 松阪市、 伊賀市、 鈴鹿市、 名張市）

（ ３ ） 制度の周知・ 広報

①生活福祉資金のし おり 、 ホームページ等の活用によ る 周知

ホームページの改訂を 随時実施。

②民生委員児童委員協議会への制度情報の提供

③県内教育委員会等への就学支度費の周知

②、 ③共に令和5年度は実施せず。

④民生委員研修会等での制度周知

紀宝町民生委員児童委員協議会／11月21日

（ ４ ） 借受世帯支援の強化

①生活福祉資金貸付世帯経過確認書等によ る 貸付金の使途確認の徹底

随時実施。

②民生委員によ る 継続的な見守り 活動のための連携と 情報提供、 引継ぎの支援

随時実施。

③既借入世帯の現況把握と 必要な支援情報の提供

随時実施。

④特例貸付借受人のう ち、 住民税非課税者等に対する 償還免除の実施

　 【 判定年度償還免除（ 住民税非課税） 】
　 　 緊急小口資金　 　 　 　   　 328件 　 57, 857, 680円
　 　 総合支援資金（ 初回） 　 　 245件　 127, 323, 800円
　 　 総合支援資金（ 延長） 　 　 278件　 152, 048, 000円
　 【 次年度以降非課税免除（ 住民税非課税） 】
　 　 緊急小口資金　 　 　 　   　 267件 　 30, 638, 930円
　 　 総合支援資金（ 初回） 　 　 163件　  80, 358, 640円

　 【 任意免除・ 生活保護受給者】
　 　 緊急小口資金　 　 　 　 　  　 59件 　 10, 118, 710円
　 　 総合支援資金（ 初回） 　 　  42件　  19, 616, 200円
　 　 総合支援資金（ 延長） 　  　 11件　 　 5, 456, 250円

　 【 任意免除・ 重度障害者手帳所持者】
　 　 緊急小口資金　 　 　 　 　 　 　 9件　 　 1, 508, 370円
　 　 総合支援資金（ 初回） 　 　 　 6件　 　 3, 550, 000円
　 　 総合支援資金（ 延長） 　 　 　 2件　 　 1, 000, 000円
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新 ⑤特例貸付の償還猶予およ び償還月額変更の実施

（ ５ ） 債権管理の強化

①償還マニュ アルを 活用し た滞納の段階別償還指導の徹底

市町社協にて適宜実施。

②特例貸付を はじ めと する 滞納初期段階での償還指導の充実

市町社協訪問を通し て都度実施。

③特例貸付に係る 市町社協の債権管理体制の整備

④滞納者面談調査の実施

1件（ 四日市市）

⑤償還指導困難者に対する 支払督促、 訴訟、 差押等法的措置の実施並びに償還業務の

　 弁護士委任

⑥不動産担保型生活資金貸付世帯（ 要保護世帯向け、 貸付終了含む） の現況把握と 再評

　 価の実施

実施せず。

　 【 償還猶予の決定】
　 　 緊急小口資金　 213件（ 累計 440件） 　 総合支援資金　 179件（ 累計 306件）
　 【 月額変更の実施】
　 　 緊急小口資金 　 57件、 総合支援資金　  40件

　   全市町社協への特例貸付債権管理専門員の配置
　 　 保有件数300件を 超える 市町社協のう ち津市、 四日市市、 伊勢市、 松阪市、 伊賀市、
　 鈴鹿市、 名張市、 いなべ市、 志摩市、 菰野町の各社協へは、 人件費充当分と し て委
　 託金の加算措置を 実施。

　 　 少額訴訟　 　 1件（ 福祉資金福祉費）
　 　 支払督促（ 通常訴訟へ移行） 　 1件（ 福祉資金福祉費）
　 　 通常訴訟　 　 2件（ 福祉資金福祉費及び教育支援資金）
　 　 通常訴訟に伴う 刑事告発　 　 1件（ 障害者更生資金）

　 【 任意免除・ 借受人死亡】
　 　 緊急小口資金　 　 　 　    　 27件　 　 4, 472, 340円
　 　 総合支援資金（ 初回） 　 　  20件 　 10, 446, 250円
　 　 総合支援資金（ 延長） 　 　 　 4件　 　 2, 100, 000円
　 　 総合支援資金（ 再貸付） 　 　 3件　 　 1, 650, 000円

　 【 任意免除・ 自己破産免責確定】
　 　 緊急小口資金　 　 　 　  　 　 54件　  10, 341, 055円
　 　 総合支援資金（ 初回） 　  　 37件　  19, 935, 000円
　 　 総合支援資金（ 延長） 　 　 　 8件　 　 4, 000, 000円
　 　 総合支援資金（ 再貸付） 　 　 7件　 　 4, 050, 000円
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基本目標１ 　 地域共生の基盤づく り
推進項目（ ３ ） 　 総合的な相談支援機能の強化

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 日常生活自立支援センタ ーにおける 市町社協支援の強化
　 県内にて発生し た不適正事案を 踏ま え、 弁護士を講師に招き 、 専門員を対象と し た研修会を
開催し 、 注意すべき 事項等について共有する こ と ができ ま し た。
　 地域において本事業がその役割を果たし 続けら れる よ う 、 あら ためてコ ンプラ イ アンス の徹
底に努め、 社協を含めた関係者間で連絡・ 協議を 行った上で取り 組みを進めていく こ と が重要
です。

2 成年後見制度の利用促進によ る 権利擁護活動の支援
　 国の「 第二期成年後見制度利用促進基本計画」 における 「 地域連携ネッ ト ワ ーク における 中
核と なる 機関」 が三重県内では過半数の自治体で整備さ れ、 法人後見事業は14市全ての市社会
福祉協議会が開始する など、 各市町における 相談体制整備は一定の進展を見せていま す。

3 生活困窮者の自立支援
  新規相談者数は、 月平均15. 3件であり 、 相談員活動( 訪問等） 時間は、 月平均107時間であ
り 、 昨年度同様の時間( 106時間） で推移し ていま すが、 生活困窮者が抱える 課題は、 多重債務
や高齢者問題であったり 、 多様で複合的になっている こ と があげら れま す。
　 ま た、 学習・ 生活支援事業が、 定員が30名から 50名に大幅に増員さ れたこ と によ り 、 31名（ R
４ 年度13名） の新規申込があり 、 中学校３ 年生は全員高校合格し ま し た。

4 生活福祉資金・ 臨時特例つなぎ資金等貸付事業の推進
　 全市町社協を巡回訪問する こ と で、 生活福祉資金貸付事業に係る 課題の共有を図る こ と がで
き ま し た。 特例貸付の実施によ り 後回し にさ れがちであった本則貸付の債権管理（ 法的措置
等） に着手でき ま し た。 特例貸付の複雑な償還猶予や償還免除の運用についても 、 対応する こ
と ができ ま し た。

Ⅱ　 今後の課題
1 日常生活自立支援センタ ーにおける 市町社協支援の強化

　 現在、 生活支援員賃金の確保の為、 「 福祉サービス 利用援助」 及び「 日常的金銭管理サービ
ス 」 に係る 料金の値上げについても 検討を進めており 、 財政的な面でも 本事業の継続には課題
があり ま す。
　 ま た、 成年後見制度等の他制度、 他機関と の適切な連携が必要です。

2 成年後見制度の利用促進によ る 権利擁護活動の支援
　 各モデル市町への地域連携ネッ ト ワ ーク の中核と なる 機関（ 中核機関） 設置に向けた支援及
び継続的な連絡体制の構築が必要です。
　 ま た、 困難事例に専門職と 自治体・ 社会福祉協議会が連携し 適当な対応を 行っても そう し た
情報共有・ 交換の機会は依然と し て乏し いも のと なっている ため、 県単位、 ある いは複数市町
によ る 圏域単位と いっ た地域の関係者全体で協力でき る こ と 、 要請し たいこ と の整理が必要で
す。
　 今後は、 先進地域から の情報の集約・ 周知、 総合的・ 基礎的な研修と いっ た「 事業・ 制度を
広めていく 」 こ と に加え、 「 権利擁護支援活動を 県内でいかに継続的に実施する のか」 と いう
視点が求めら れま す。

3 生活困窮者の自立支援
  こ の事業は、 生活困窮者から 相談を受け、 抱えている 課題を評価・ 分析（ アセス メ ント ） を
し 、 そのニーズを把握し 、 プラ ンを作成し 、 そのプラ ンを包括的に実施でき る よ う 関係機関と
の連携が必須です。
  そのためには、 生活相談員、 アウ ト リ ーチ支援員の人材育成において、 経済的な課題のみな
ら ず、 社会的孤立や家族の課題、 単身世帯の増加など が複合的に絡み合い、 複雑化し ており 、
そう し た課題に適切に対応でき る 支援員の資質向上が求めら れており 、 当センタ ーにおいても
OJTや事例検討会等種々の研修に努めていき ま す。

4 生活福祉資金・ 臨時特例つなぎ資金等貸付事業の推進
　 今後に向けて、 本則貸付の債権管理事務費の確保が必要です。
不動産担保型生活資金の借受人の一層の高齢化や当該不動産の老朽化、 売却困難物件への対応
等への対応が急務です。
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基本目標２ 　 持続可能な社会福祉の仕組みづく り

推進項目（ １ ） 　 福祉人材の確保・ 就労支援

＜事業実施結果＞
１ 　 三重県福祉人材センタ ー機能の充実・ 強化

（ １ ） 三重県福祉人材センタ ー運営事業（ 無料職業紹介事業）

①無料職業紹介シス テム（ COOLシス テム） の活用と 周知

ア） 就職者実数 122名（ う ち、 紹介状発行40名、 発行なし 67名、 就職フ ェ ア19名）

  （ 就職者数　 214名） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ※4名重複あり

イ ） 相談件数（ 窓口・ 電話） 　 1, 794件

ウ ） サイ ト への求人アク セス 数　 19, 540件

②離職介護福祉士等の届出制度の運用

介護福祉士等離職時届出制度のリ ーフ レ ッ ト 送付　 計1, 713部

（ 三重県社会福祉事業職員共済会郵送時に同封）

③求人情報誌の発行（ 年12回）

月1回 12回発行（ 計1, 510部）

送付先： 人材センタ ー求職登録者等

④SNS等によ る 情報発信

　

⑤福祉人材確保会議・ 研修会等への参加

福祉人材情報シス テム研修会／4月20日～3月29日／動画アーカイ ブ配信

福祉人材セン タ ー業務・ 法令研修／4月21日／オンラ イ ン形式

福祉人材セン タ ー・ バンク 基幹職員会議／7月10日・ 11日／全国社会福祉協議会

福祉人材セン タ ー全国連絡会議／9月22日／全国社会福祉協議会

多様な就労の促進連絡会議／10月27日／全国社会福祉協議会

⑥東海北陸ブロ ッ ク 福祉人材センタ ー連絡会議への参加

東海北陸ブロ ッ ク マッ チング機能強化研修／10月2日／オンラ イ ン形式

⑦福祉人材センタ ー運営委員会の開催（ 2回）

第1回運営委員会／6月9日／三重県社会福祉会館（ オンラ イ ン併用）

第2回運営委員会／2月7日／三重県社会福祉会館（ オンラ イ ン併用）

（ ２ ） 福祉・ 介護マッ チング支援事業

①求職者の開拓及び求職者支援
ア） 公共職業安定所での失業給付受給者説明会での広報

イ ） 第1回福祉の就職フ ェ アi nみえ

6月4日／メ ッ セウ イ ングみえ／参加者148名／就職者8名

参加法人71法人／求人件数320件

ウ ） 就職支援セミ ナー「 福祉業界で” 自分に合った職場の見つけ方” 」

6月4日／メ ッ セウ イ ングみえ／参加者61名

エ） 第2回福祉の就職フ ェ アi nみえ

四日市会場／11月19日／都ホテル四日市／参加者35名／参加法人28法人

津会場／11月26日／ホテルグリ ーンパーク 津／参加者42名／参加法人37法人

伊勢会場／11月23日／シンフ ォ ニアテク ノ ロ ジー響ホール伊勢／参加者22名

／参加法人22法人

就職者11名／求人件数355件

オ） 福祉の就職ガイ ダンス

3月3日／三重県社会福祉会館／参加者23名

②公共職業安定所における 出張相談会の開催（ 84回）

ア） 福祉・ 保育のお仕事相談会／相談件数150件

公共職業安定所9か所で96回開催

イ ） 津公共職業安定所主催　 介護・ 看護就職相談会参加／相談者4名

ウ ） 介護デー事業所説明会／相談件数18件

東海北陸ブロ ッ ク 福祉人材センタ ー連絡会議／11月15日・ 16日／名古屋ク ラ ウ ンホテル

福祉人材セン タ ーホームページ・ X（ 旧Twi t t er ） 、 Facebook、 LI NEによ る 情報発信。
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公共職業安定所12か所に参加

③福祉・ 介護職場等事業所訪問によ る 情報収集及び相談・ 助言等支援の実施

　 （ 120事業所を 訪問）

事業所訪問／143件

④福祉・ 介護事業所、 学校、 ナース センタ ー、 労働局等の関係機関と のネッ ト ワ ーク に

　 よ る 人材の需給状況等の情報収集及び連携

ア） 学校訪問

・ 高等学校・ 医療福祉専門学校・ 短期大学・ 大学等　 40件

・ 皇學館大学「 福祉のシゴト 説明会」 の開催／11月22日／参加者19名

イ ） 求職者の開拓およ び就職ガイ ダンス の実施

・ メ イ ク カンパニー合同会社キャ リ アアカデミ ー初任者研修受講者ガイ ダンス

　 ／6月26日、 9月21日、 12月15日、 2月19日／求職登録者7名

名張市主催　 なばり 保育士・ 幼稚園教諭就職フ ェ アに参加。

⑥福祉・ 介護職場（ 施設・ 事業所） に対し て魅力ある 職場づく り の支援

働き やすい介護職場応援制度構築事業と の連携。

⑦潜在的有資格者等に関する データ の収集・ 管理・ 活用

介護福祉士等届出数　 新規35名（ 有効343名） ／イ ベント 情報等をメ ール配信

⑧福祉・ 介護職場（ 施設・ 事業所） への求職者と 福祉・ 介護事業所と のマッ チング支援

マッ チング支援相談件数　 500件

⑨福祉の職場バス 見学i nみえの実施

A. 伊勢志摩コ ース ／五十鈴会、 石吉組／10月22日／参加者7名

B. 鈴鹿コ ース ／鈴鹿福祉会、 けやき 福祉会、 天年会／10月24日／参加者10名

C. 四日市南コ ース ／センチュ リ ーク リ エイ ティ ブ、 風薫会／10月28日／参加者8名

D. 四日市北コ ース ／永甲会、 四日市福祉会／11月9日／参加者8名

E. 津コ ース ／洗心福祉会、 三重ベタ ニヤ／11月11日／参加者10名

⑩福祉人材確保に向けた法人向け研修の開催

法人向けセミ ナー「 福祉業界の人材不足対策！今日から 使える ” 採用ノ ウ ハウ ” 」

／6月4日／参加法人数69法人

⑪福祉・ 介護人材確保にかかる 関係機関と の情報共有、 意見交換、 事業の共催など の有

　 機的な連携

津公共職業安定所と の連携事業／連携地域及び対象職種の拡大

⑫介護人材確保対策連携推進協議会の開催（ 3回）

第1回／5月23日／三重県社会福祉会館（ オンラ イ ン併用）

第2回／9月12日／三重県社会福祉会館（ オンラ イ ン併用）

第3回／3月1日 ／三重県社会福祉会館（ オンラ イ ン併用）

⑬三重県福祉人材センタ ー　 ホームページにおける 情報発信

各事業における イ ベント 等の情報発信

⑭介護職員に対する 悩み相談窓口の設置・ 相談対応

相談人数155名／相談件数のべ315件（ 電話296件・ メ ール19件）

専門職相談　 ・ 弁護士／相談人数2名　 ・ 臨床心理士／相談人数2名

⑮介護助手等普及推進員の配置・ 活動

介護助手等導入にかかる 啓発（ 訪問・ 架電） 38カ所・ 204事業所

施設説明会開催のための支援（ チラ シ作成支援等） 参加41名

本会実施研修受講生への啓発

外部団体実施研修・ 会議での啓発

イ ンタ ビュ ー記事の作成

⑤民間団体や商工会議所、 行政等が開催する 就職相談会等への参加・ 協力およ び、 若年層

　 （ 小・ 中学生等） と その保護者に対する 福祉の仕事についての啓発・ 情報提供等の実施

・ 公財） 介護労働安定センタ ー実務者研修受講ガイ ダンス ／11月1日/求職登録者7名

・ 株式会社アルバ／9月4日、 11月17日／初任者研修受講者ガイ ダンス 求職登録者0名
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（ ３ ） 職場体験事業

①職場体験事業にかかる 体験者と 受入施設の調整

ア） 体験者累計　  　 　 125名( う ち施設体験のみ24名／動画視聴のみ87名）

イ ） 就職者数　 　 　 　 　 30名（ 前年度ま での体験者含む）

ウ ） 体験日数　  　   　 114日（ のべ日数）

エ） 受入施設登録数   172か所（ う ち43施設で受入）

②事業所向け説明会の開催

4月25日／オンラ イ ン／参加事業所　 53事業所

③職場体験動画の作成

障がい者分野／福） 天年会 就労継続支援B型事業所 花よ う び

２ 　 多様な人材の福祉分野への参入促進

（ １ ） 介護職員養成研修資格取得支援事業

①介護職員初任者研修の開催（ 2回／通学及び通信の併用）

第1回／7月25日～11月9日

事前説明会／6月22日／三重県社会福祉会館／参加者12名

受講者数8名、 修了者数8名、 就職者8名

第2回／11月21日～3月15日

事前説明会／10月20日／三重県社会福祉会館／参加者21名（ 他、 個別説明2名）

受講者数14名、 修了者数13名、 就職者8名〔 未修了者( R6補講） 1名含む〕

②生活援助従事者研修の開催（ 1回以上／通学及び通信の併用）

第1回／10月4日～12月14日

事前説明会／9月1日／参加者7名

受講者数2名、 修了者数2名、 就職者0名　 ※修了者2名は第2回初任者研修受講

（ ２ ） 介護未経験者への一体的支援事業

①介護に関する 入門的研修の開催（ 会場講座／個人向け）

7月4日、 6日、 11日、 14日／三重県社会福祉会館

受講者数26名、 修了者数25名

②介護に関する 入門的研修の開催（ Web講座／個人向け）

受講者数80名、 修了者数74名

③介護に関する 入門的研修の開催（ 出前研修／企業・ 自治体・ 団体向け）

・ 明治安田生命／1月18日／受講者数31名

・ 四日市農芸高等学校／2月2日、 2月9日／受講者数18名

④介護に関する 入門的研修（ 出前研修） の周知

訪問及び営業先数25件　

（ ３ ） 潜在的有資格者等再就業促進事業

①介護有資格者再チャ レ ンジ研修の開催（ Web研修）

受講者数18名、 修了者数17名、 就職者2名

②実技研修（ Web研修受講者のう ち希望者を対象） の開催

2月20日、 21日／三重県社会福祉会館

受講者数　 4名、 修了者数4名

（ ４ ） 介護職員初任者研修資格取得支援事業（ 就職氷河期世代）

①介護職員初任者研修の開催（ 2回／全課程通信講座形式）

第1回／7月24日～12月22日

受講者数23名、 修了者数21名、 OJT修了者0名、 就職者0名

第2回／10月23日～3月22日

受講者数28名、 修了者数25名、 OJT修了者0名、 就職者5名

②補講の開催

第1回／9月23日・ 24日／参加者19名、 修了者19名／三重県社会福祉会館

第2回／10月23日・ 24日／参加者21名、 修了者21名／三重県社会福祉会館
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第3回／12月19日・ 20日／参加者19名、 修了者19名／三重県社会福祉会館
第4回／2月3日・ 4日／参加者22名、 修了者22名／三重県社会福祉会館

（ ５ ） 介護福祉士等修学資金貸付事業
①介護福祉士等修学資金の貸付及び債権管理

貸付決定　 48件　 79, 440, 000円

②留学生に対する 貸付の適正・ 円滑な実施

貸付決定　 23件　 38, 640, 000円

③就職し た返還猶予者の経過確認の徹底

返還猶予者の4月1日時点の就労状況を確認。

④中途退職者等への返還指導の徹底

年に2回返還残額を通知し 、 滞納者へは催促状を 発行。

（ ６ ） 介護人材再就職準備金貸付事業

①資金の貸付及び債権管理

該当なし 。 　

②制度の周知徹底

③当該借受人の経過確認・ 支援の実施

年1回勤務状を確認し 、 免除を迎える ま で個別支援。

（ ７ ） 介護福祉士実務者研修受講費用貸付事業

①資金の貸付及び債権管理

貸付決定 89件　 12, 900, 000円 　

②制度の周知徹底

本会ＨＰ 及び実務者研修実施主催者に対し 周知。

③当該借受人の経過確認・ 支援の実施

年1回勤務状況を 確認し 、 免除を迎える ま で個別支援。

（ ８ ） 障害福祉分野就職支援金貸付事業

①資金の貸付及び債権管理

該当なし 。 　

②制度の周知徹底

③当該借受人の経過確認・ 支援の実施

年1回勤務状況を 確認し 、 免除を迎える ま で個別支援。

（ ９ ） 介護分野就職支援金貸付事業

①資金の貸付及び債権管理

該当なし 。

②制度の周知徹底

③当該借受人の経過確認・ 支援の実施

年1回勤務状況を 確認し 、 免除を迎える ま で個別支援。

（ 10） 福祉系高校修学資金貸付事業

①資金の貸付及び債権管理

10件 4, 120, 000円

②制度の周知徹底

③当該借受人の経過確認・ 支援の実施

本会ＨＰ 及び「 介護有資格者再チャ レ ンジ研修」 の受講者、 県内の社会福祉施設へ周知。

本会Ｈ Ｐ 及び県内ハロ ーワ ーク 「 介護職員初任者研修」 受講者、 県内の社会福祉施設へ周知。

本会ＨＰ 及び「 就職氷河期世代向け介護職員初任者研修」 の受講者、 県内の社会

福祉施設へ周知。

　 本会ＨＰ 及び福祉系高校へ通う 学生に対し 周知。

　 貸付決定

　 貸付期間中につき 福祉系高校へ在籍状況を確認。
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（ 11） 児童養護施設退所者等に対する 自立支援資金貸付事業

①資金の貸付及び債権管理

貸付決定 　 　 18件　 　  8, 997, 500円

②制度の周知徹底

本会ホームページによ る 周知、 対象と なる 児童養護施設へ募集要項を 直接送付、

里親へは県の担当部署経由にて送付。

③当該借受人の経過確認・ 支援の実施

返還猶予者に対し 、 毎年修学・ 就労状況を確認し 、 必要に応じ て児童相談所や

児童養護施設と 連携。

（ 12） ひと り 親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業

①資金の貸付及び債権管理

　 貸付決定実績

入学準備金　 11件  5, 085, 000円

就職準備金　  3件　   128, 000円

②制度の周知徹底

県内福祉事務所、 母子生活支援施設、 市町子育て関連課の母子父子自立支援担当者

へ送付およ び本会ホームページで周知。

③当該借受人の経過確認・ 支援の実施

猶予中の者に対し 、 4月1日（ 在学中の者は10月1日時点も 実施） での就業・ 修学状況

を確認。

３ 　 福祉分野の魅力発信の強化と 就労支援

（ １ ） 福祉・ 介護の魅力発信事業

①小中学校・ 高等学校訪問（ 40か所）

訪問数　 36校（ 中学校28校　 高等学校8校）

②「 福祉・ 介護の仕事学習セミ ナー」 等の開催（ 30回程度）

実施回数 22回（ 小学校2回、 中学校11回、 高校9回）

③福祉再発見バス ツ アーの開催

親子体験バス ツ アー「 福祉のおし ごと 授業」 と 「 お楽し み体験イ ベント 」

対象者： 県内全ての小学生（ 4， 5， 6年生） と その保護者

　 ／10月1日／15組31名 ( 応募95組中、 抽選結果によ る 参加者）

・ 伊賀・ 南勢コ ース （ 伊賀市社協、 伊賀市霧生農福連携地域づく り 協議会）

④魅力発信のパンフ レ ッ ト の刷新、 配布

パンフ レ ッ ト の改訂・ 作成1, 000部・ 増版700部

配布： 四日市市内小学校・ 津市内小学校、 鈴鹿市内中学校・ 津市内中学校

⑤福祉・ 介護フ ェ ア2023の開催

イ オンモール鈴鹿／11月5日／参加者536名

４ 　 三重県保育士・ 保育所支援センタ ーの充実・ 機能強化

（ １ ） 三重県保育士・ 保育所支援センタ ーの運営

①三重県保育士確保・ 保育所支援関係機関連携会議

ア） 保育士確保・ 保育所支援関係機関連携会議（ 3回）

第1回／6月1日／三重県社会福祉会館

第2回／10月17日／三重県社会福祉会館

第3回／2月19日／三重県社会福祉会館

イ ） マッ チン グ機能強化研修／12月7・ 8日／全国社会福祉協議会

②潜在保育士復帰支援専門相談員によ る 専門相談の実施

ロ ボッ ト 展示・ 体験、 お仕事体験・ 介護福祉士の介護実演、 看護師お仕事体験等） 」

NPO法人Ubdobe「 福祉系謎解き イ ベント Myst i c Mi nds」 及び「 介護出展エリ ア（ 介護

　 ／10月15日／14組31名( 応募41組中、 抽選結果によ る 参加者、 当日1組2名取消あり ）

・ 中・ 北勢コ ース （ 特養も も 大安、 就労継続支援A型事業所シグマフ ァ ームと う いん）
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ア） 「 福祉のお仕事」 保育所( 園) 等 新規相談等
事業所登録 4ヶ 所、 求人件数 297件、 求人数 804名、 求職者数 58名

イ ） 公共職業安定所10か所で96回開催
ウ ） 事業所（ 保育所等） の訪問／12か所
エ） 第1回福祉の就職フ ェ アi nみえ／6月4日／メ ッ セウ イ ングみえ【 再掲】

参加者148名／保育・ 児童職種の就職者数4名
参加法人71法人（ う ち、 保育・ 児童の職種24法人／求人件数53件）

第2回福祉の就職フ ェ アi nみえ／11月19日・ 23日・ 26日／都ホテル四日市・
シンフ ォ ニアテク ノ ロ ジー響ホール伊勢・ ホテルグリ ーンパーク 津【 再掲】
参加者のべ99名／保育・ 児童職種の就職者数1名

参加法人のべ85法人（ う ち、 保育・ 児童の職種17法人／求人件数46件）
オ） 共催ま たは他機関主催の説明会等へのブース 等の参加

3回参加／鈴鹿市、 名張市、 松阪市主催
カ） 就労相談・ 支援件数／371件　 ※保育に関する 内容のみ

・ 電話窓口　 　 　 　 　 　 　 　 425件
・ 公共職業安定所出張相談   42件
・ 本会主催（ 就職フ ェ ア）     5件
・ 共催ま たは他機関主催　     6件

キ） 「 福祉のお仕事」 求職登録者
就職者13名／保育所・ 認定こ ども 園（ 子育て支援センタ ー含む）
就職者4名／保育所以外

ク ） 三重県保育士・ 保育所支援センタ ー登録者への支援等
情報提供　 全体： 12回、 地域限定： 1回

③三重県保育士・ 保育所支援センタ ーウ ェ ブサイ ト 「 みえのほいく 」 の運用

ア） ウ ェ ブサイ ト から の三重県保育士・ 保育所支援センタ ー新規登録者数
162名（ 累計227名、 登録解除7名）

イ ） 「 施設紹介情報の詳細」 掲載件数
新規掲載件数　 5件（ 累計221件）

ウ ） 「 保育士の声」 掲載件数
新規掲載件数　 6件（ 累計29件）

エ） 「 園イ ン タ ビュ ー」 掲載件数
新規掲載件数　 6件（ 累計29件）

オ） 「 働き やすい職場の取組」 掲載件数
新規掲載件数　 0件（ 累計8件）

カ） Ｓ Ｎ Ｓ 登録状況（ 新規登録者）
ツ イ ッ タ ーフ ォ ロ ワ ー数　 　  4名（ 累計46名）
Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 有効お友達登録数　  41名（ 累計221名）

④新任保育士元気アッ プ研修会の開催

6月23日・ 7月8日／四日市商工会議所
6月30日・ 7月24日／三重県社会福祉会館
受講者数　 194名

⑤保育所及び放課後児童ク ラ ブ経営者・ 管理者職場環境改善研修会（ Web研修） の開催

配信期間／11月21日～12月18日

申込者数　 「 不適切保育について考える 」 163名

　 　 　 　 　 「 働き やすい保育の職場づく り ～ハラ ス メ ント の予防と 解決～」 139名

⑥潜在保育士等就労・ 職場復帰支援研修会（ Web研修） の開催

配信期間／10月2日～令和6年3月15日／5講座

申込者数　 106名（ 講座①～⑤90名、 ②～④16名）

（ ２ ） 保育士修学資金貸付等事業

①保育士修学資金貸付事業の実施

令和5年度保育士修学資金の貸付

貸付人数　 合計39名（ 第1回37名・ 第2回2名）

貸付額　 　 上限120万円

貸付期間　 養成施設に在学する 期間、 2年間を限度と する

貸付審査会／申請41名、 貸付決定37名／7月11日／三重県社会福祉会館
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貸付審査会（ 追加分） ／申請2名、 貸付決定2名／9月4日／三重県社会福祉会館

②保育士就職支援準備金貸付事業の実施

貸付人数　 1名

③保育補助者雇上支援貸付事業の運営

貸付件数　 3件中1件は辞退のため、 2件（ 2年目）
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基本目標２ 　 持続可能な社会福祉の仕組みづく り
推進項目（ １ ） 　 福祉人材の確保・ 就労支援

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 三重県福祉人材センタ ー機能の充実・ 強化
　 本センタ ーが支援し た就職者数は122件ある も 、 紹介状発行に至ったも のは40件にと ど ま り ま
す。 公共職業安定所と の新たな連携ス キーム構築によ り 出張相談時に情報を 共有でき 、 支援の
幅が広がり ま し た。
　 昨年度の介護助手等に関する 調査に基づき 、 介護助手等の導入に前向き な事業所へアプロ ー
チ（ 架電・ 訪問） をし ま し たが、 実際に説明会等を開催し たのは極めて少数でし た。
　 職場体験事業では、 事業所向け説明会を4年ぶり にオンラ イ ンにて開催し ま し た。 体験者数は
昨年度よ り 減少し ま し たが、 職場体験動画の視聴者数は、 研修受講者や高等学校（ 福祉課） の
授業等でも 活用さ れ増加し ていま す。 以前、 職場体験動画を 作成し た事業所が閉所し たこ と か
ら 、 同分野の事業所の動画を作成し ま し た。

2 多様な人材の福祉分野への参入促進
　 介護員養成研修資格取得支援事業では、 今年度よ り 、 介護員育成プロ グラ ムの目的、 参加要
件、 受講方法等を受講希望者に伝え理解し ても ら う ための事前説明会を開催し たため、 受講前
や受講途中の辞退者はいま せんでし た。 ま た、 通信講座形式から 通学及び通信を併用し 、 通学
後に通信学習で復習する 形式に変更し ま し た。 通信学習課題の提出遅れや再提出など が減少し
ている こ と から 、 受講者の理解度をよ り 高める こ と ができ ている と 考えら れま す。 第1回初任者
研修は修了者8名全員、 第2回初任者研修は修了者13名と 未修了者1名の計14名のう ち8名が福祉･
介護職場に就労し ま し た。
　 介護未経験者への一体的支援事業では、 今年度から Web講座に加えて会場講座を実施し 、 受講
者に直接就労支援についてのアプロ ーチができ ま し た。 Web講座において、 今年度から オリ エン
テーショ ン動画を作成し 、 本センタ ーの紹介や介護助手等の内容を 盛り 込みま し た。 受講者に
対し て就職フ ェ アや福祉の職場バス 見学など の案内を行ったこ と で参加につながっ た方も いま
す。 ２ 月に修了者へ実施し たアンケート では、 回答者のう ち31. 4％が介護職を就職先の１ つと
し て考える よ う になっ たと いう 結果が得ら れま し た。
　 介護職員初任者研修（ 就職氷河期世代） では、 OJT未実施の方向けに補講を 年4回実施し 、 対
象と なる 修了者の約68％が参加し ま し た。 感染症の流行等によ る 辞退者はあり ま し たが、 補講
日を平日2回、 土日2回に設定し たこ と で過年度対象者のう ち37名、 今年度対象者のう ち44名に
参加いただき 、 従前の形式によ る 修了と なり ま し た。 過年度修了者を含め、 今年度は6名が福
祉・ 介護職場に就労につながり ま し た。

3 福祉分野の魅力発信の強化と 就労支援
　 福祉・ 介護の仕事学習セミ ナーでは、 学校の意図をく みつつ企画し 、 体験学習等を通じ て福
祉・ 介護のイ メ ージアッ プに努めま し た。 セミ ナー内では、 講師から 福祉・ 介護の仕事の魅力
を強く 伝えても ら い、 福祉・ 介護分野の人材確保につながる き っかけになる よ う にし ま し た。
今後は、 予定し ている セミ ナー実施に向けた準備およ び学校訪問と 新規セミ ナーの開催につい
て検討を行っ ていき ま す。
　 ま た、 介護の日のイ ベント と し て、 みえ福祉・ 介護フ ェ ア2023を 実施し ま し た。 新たな試み
と し てNPO法人Ubdobeに再委託のう え、 体験型イ ベント を行い、 親子で参加する 姿が多く 見ら
れ、 福祉・ 介護の無関心層へアプロ ーチする こ と ができ ま し た。 さ ら に三重県介護人材確保対
策連携推進協議会構成団体から の出展によ り 、 福祉・ 介護を 楽し みながら 学べる 内容になり ま
し た。

4 三重県保育士・ 保育所支援センタ ーの充実・ 機能強化
　 保育士・ 保育所支援センタ ー事業では、 新任保育士対象と 管理者対象の研修の受講者数が増
え、 講師・ 内容と も に好評と いう アンケート 結果でし た。 潜在保育士等対象の研修は、 申込者
数が伸び悩んでいる ため、 今年度は、 待機児童が多い地域を 中心と し た新聞折込チラ シ等によ
る ポス ティ ングを行う など 広報の範囲を 広げま し た。 ま た、 ウ ェ ブサイ ト 「 みえのほいく 」 の
登録者を増やすために、 潜在保育士等対象の研修受講生への周知を 行いま し た。
　 保育士修学資金貸付の申請方法が、 保育士養成施設入学後の申請に完全移行し ま し た。 募集
人数100名に対し 、 貸付決定者が37名だったため、 追加募集を行い2名を加え、 合計39名に貸付
を行っ ていま す。 来年度以降の保育士修学資金貸付に入学準備金が追加さ れる ため、 対象者に
よ り 適切に情報が届く よ う に、 指定養成施設と 連携を図る 必要があり ま す。 ま た、 保育士を目
指す高校生に向けて、 保育士養成施設にて行われる オープンキャ ンパス での周知も 行っていく
予定です。
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Ⅱ　 今後の課題
1 三重県福祉人材センタ ー機能の充実・ 強化

　 福祉の就職フ ェ アを はじ め就職イ ベント を実施する こ と で、 福祉業界への就職を 後押し し ま
す。 公共職業安定所と の連携で得た情報を活用し 、 リ ーチする 求職者数を増やし 、 かつ丁寧な
支援を 展開し ま す。 介護助手等導入に興味がある 事業所はある も のの、 実際に取組を開始する
と こ ろは少ないため、 ま ず介護助手の担い手と し て元気高齢者等を 発掘・ 養成し 求職者を確保
する ための事業（ 研修） の実施を 検討し ま す。
　 職場体験事業では、 体験者数が減少傾向にある ため、 周知を強化する 必要があり ま す。 来年
度は、 チラ シ・ ポス タ ーをタ ーゲッ ト 層別に作成し 、 職場体験の活用や周知をし ていき ま す。
ま た、 職業選択に悩む方などに向け参加し やすい短時間の体験の実施も 取り 入れる こ と で、 参
加者層を広げま す。 さ ら に、 ホームページ内の職場体験受入事業所一覧から 事業所の詳細情報
が閲覧でき る よ う にする 等、 体験者が体験事業所を選びやすく する 工夫も 実施し ていき ま す。

2 多様な人材の福祉分野への参入促進
　 介護員養成研修資格取得支援事業については、 申込者数が減少し ている ため、 来年度の実施
に向けて、 委託元と 協議のう え参加対象者を離職者等から 介護業務に就労し ていない方に見直
し ま し た。 ま た、 広報・ 周知活動の方法について引き 続き 検討し ていく 必要があり ま す。
　 介護未経験者への一体的支援事業では、 修了後の就職を必須にし ていないこ と から 、 受講者
の就労意欲も 低い方が多く 、 介護人材の確保に直結し ない状況です。 来年度は、 会場講座の１
日目を 第１ 回就職フ ェ アと 同日開催と し 、 受講者を就職に関する 行動へ結びつける よ う 工夫し
ま す。 Web講座受講者に対し ては、 引き 続き 案内や求職登録を積極的に働き かける 必要があり ま
す。
　 介護職員初任者研修（ 就職氷河期世代） の仮修了証明書保持者は37名です。 令和５ 年度で本
事業が廃止と なる ため、 今後OJTの実施があった者への修了証発行の対応等について介護員養成
研修資格取得支援事業の担当者に引き 継ぐ 必要があり ま す。

3 福祉分野の魅力発信の強化と 就労支援
　 福祉の仕事学習セミ ナーでは、 小学生・ 中学生・ 高校生ごと に魅力発信の方法を 変えていく
必要があり 、 それぞれにあった企画を検討し ていく 必要があり ま す。 そのために来年度は、 新
たなコ ンテンツ を作成し 実施する 予定であり 、 各関係機関や学校と の連携が必要になり ま す。
　 福祉・ 介護フ ェ アは、 委託元である 県よ り 今年度と 同様の内容での実施が不可と いう こ と が
示さ れたので、 内容について改めて考えていく 必要があり ま す。

4 三重県保育士・ 保育所支援センタ ーの充実・ 機能強化
　 ウ ェ ブサイ ト 「 みえのほいく 」 について、 ポス タ ーを大学や養成校に掲示する など 広報活動
に力を 入れる 必要があり ま す。 ま た、 保育園や保育士イ ンタ ビュ ーや施設情報を充実し ていく
こ と でよ り 魅力的なウ ェ ブサイ ト にし ていく 必要があり ま す。 今後は、 行政や保育士養成施設
と の連携をさ ら に強めていく こ と で、 ウ ェ ブサイ ト 「 みえのほいく 」 や潜在保育士等対象研修
の周知強化を 図る 必要があり ま す。
　 保育士修学資金貸付の募集人数に対し 、 応募者数が少ないため、 対象者へ適切に情報が届く
よ う 、 ポス タ ーなど の掲示物など の作成を検討し ていく 必要があり ま す。
　 ま た、 保育士就職支援準備金の申請者が少ないため、 周知の時期や方法を 検討する 必要があ
り ま す。
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基本目標２ 　 持続可能な社会福祉の仕組みづく り

推進項目（ ２ ） 　 福祉人材の定着支援と 育成

＜事業実施結果＞
１ 　 福祉事業所と の連携・ 支援の強化

（ １ ） 小規模事業所等人材育成支援事業

①アド バイ ザーの派遣（ 24か所）

実施事業所／24事業所

②研修講師の派遣（ 94か所）

実施事業所／94事業所、 131回

③啓発パンフ レ ッ ト 作成及び配布

ア） 事業所訪問　 29件

イ ） 啓発パンフ レ ッ ト の配布　 1, 403事業所

（ ２ ） 働き やすい介護職場応援制度構築事業

①職場環境の改善取組「 実行宣言」 についての啓発パンフ レ ッ ト 作成及び配布

ア） 事業所訪問　 5件

　 　 　 事業所への周知事業所への周知
　 　 　 　 第1回福祉の就職フ ェ アi nみえ／未申請法人（ 26法人の内、 17法人へ周知）第1回福祉の就職フ ェ アi nみえ／未申請法人（ 26法人の内、 17法人へ周知）
　 　 　 　 第2回福祉の就職フ ェ アi nみえ／3会場（ 四日市・ 伊勢・ 津）第2回福祉の就職フ ェ アi nみえ／3会場（ 四日市・ 伊勢・ 津）
　 　 　 　 ／未申請法人（ 34法人の内、 26法人へ周知）／未申請法人（ 34法人の内、 26法人へ周知）
イ ） 啓発パンフ レ ッ ト の作成及び配布　 894施設
ウ ） 取組紹介集及びメ ッ セージ動画リ ーフレ ッ ト の新規作成及び、 配布279箇所

②働き やすい介護職場の環境整備を行っている 福祉・ 介護事業所から の「 実行宣言」 の

申請受付、 申請内容の確認、 「 実行証」 の交付、 取組状況、 結果報告の受理等

新規申請事業所数　 51事業所（ 8法人）

令和5年度末現在の宣言件数　 317事業所（ 45法人）

③改善取組事例発表会の開催

取組PR動画（ メ ッ セージ動画） の作成／新規7法人、 差替2法人

第1回福祉の就職フ ェ アi nみえの会場でメ ッ セージ動画を放映

④ホームページでの「 実行宣言」 情報の公表・ 更新・ 管理

SNS（ Facebook） での新規申請法人の紹介件数　 8法人

⑤取組事業所に対する 支援

　 　 ア） 研修講師の派遣（ 小規模事業所等人材育成支援事業と 連携）  【 再掲】ア） 研修講師の派遣（ 小規模事業所等人材育成支援事業と 連携）  【 再掲】
実施法人／7法人

　 　 イ ） 就職フ ェ アでのブース 優先配置及びのぼり 旗、 ス テッ カーの設置イ ） 就職フ ェ アでのブース 優先配置及びのぼり 旗、 ス テッ カーの設置
第1回福祉の就職フ ェ アi nみえ／参加宣言法人数　 16法人
第2回福祉の就職フ ェ アi nみえ／3会場（ 四日市・ 伊勢・ 津）
　 ／参加宣言法人数　 のべ24法人

２ 　 福祉人材のキャ リ アアッ プ支援

（ １ ） キャ リ アパス 対応型生涯研修課程の開催

①キャ リ アパス 対応生涯研修講師会議の開催
ア） 第1回講師会議の開催／5月25日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ン
イ ） 第2回講師会議の開催／2月19日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ン

②キャ リ アパス 対応生涯研修の開催
ア） チームリ ーダーコ ース （ 3課程） ／修了者160名
イ ） 中堅職員コ ース （ 3課程） ／修了者163名
ウ ） 初任者コ ース （ 3課程） ／修了者169名
エ） 管理職員コ ース （ 1課程） ／修了者55名

（ ２ ） 生涯研修受講履歴の活用、 ホームページ等での広報活動

ア） 従来通り 実施

介護に関する 入門的研修、 介護職員初任者研修、 生活援助従事者研修の受講生に周知
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３ 　 福祉人材の専門性の向上

（ １ ） 研修委員会の開催

ア） 第1回／7月14日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ン
イ ） 第2回／12月4日／三重県社会福祉会館
ウ ） 第3回／2月7日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ン

（ ２ ） 業種別研修の開催

ア） 老人2課程／7月 28日・ 1月29日～2月28日／三重県社会福祉会館及び動画配信
　 　 ／受講者46名　 受講施設35施設
イ ） 障害2課程／10月20日・  3月 5日／オンラ イ ン／受講者40名
ウ ） 児童1課程／10月10日／社会福祉会館／受講者21名
エ） 保育1課程／6月28日／オンラ イ ン／受講者53名

（ ３ ） 課題別専門研修の開催

ア） 5課程開催／8月2日・ 9月22日・ 9月7日・ 6月21日・ 8月4日
三重県社会福祉会館及びオンラ イ ン／受講者269名

（ ４ ） 公開保育の開催

ア） 打ち合わせ会議／5月22日／三重県社会福祉会館及びオンラ イ ン
イ ） 公開保育／9月6日・ 9月15日・ 10月24日・ 11月17日・ 12月20日／参加者85名

（ ５ ） 社会福祉施設等職員対象自主企画研修会の開催

年間10課程開催
ア） オンラ イ ン開催／5課程／受講者合計266名
イ ） 動画配信／2課程／受講施設合計113施設
ウ ） 集合開催（ 三重県社会福祉会館） ／3課程／受講者合計159名

（ ６ ） 教員免許法によ る 介護等体験事業の実施

ア） 介護等体験申込状況

申込大学数8校／申込学生数37名

イ ） 介護等体験受入調整状況　 　 　

受入施設数25施設／体験終了者数34名／辞退3名　 　
※令和5年度も 新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の影響によ り 国から 代替措置が示さ れて

　 おり 、 体験者が減少

ウ ） 介護等体験に向けた事前指導　 　
三重大学／4月19日

皇學館大学／6月28日

（ ７ ） 喀痰吸引等研修の開催

①研修実施委員会
第1回／6月16日／オンラ イ ン
第2回／3月19日／オンラ イ ン

②喀痰吸引等（ 第一号・ 第二号） 研修
ア） 基本研修 講義（ 50時間）

8日間で実施/7月～8月/三重県社会福祉会館
イ ） 基本研修　 試験　

試験/9月11日/三重県社会福祉会館
再試験/9月19日/三重県社会福祉会館

ウ ） 基本研修/演習/9月26日・ 27日/三重県社会福祉会館
エ） 修了状況

（ 全課程受講） 基本研修 修了者数29名
（ 全課程受講） 実地研修 修了者数7名
（ 基本研修免除） 実地研修 修了者数9名（ 受講者数15名）

30



③喀痰吸引等指導者養成研修
講義／2コ ース 開催／（ A） 8月29日、 （ B） 9月1日／三重県社会福祉会館
演習／2コ ース 開催／（ A） 10月4日、 （ B) 10月4日／三重県社会福祉会館
修了者 42名

（ ８ ） 福祉有償運送運転者講習の実施

実施なし 。

（ ９ ） 障害福祉施設職員研修の開催

①サービス 管理責任者・ 児童発達支援管理責任者基礎研修

講義（ 動画配信） / 10月13日～27日 / YouTube

演習 / 11月17日　 シンフ ォ ニアテク ノ ロ ジー響ホール伊勢　 大会議室

　 　 　  11月22日　 四日市市文化会館　 第3ホール

　 　 　  11月28日　 三重県社会福祉会館　 講堂

修了者296名

②サービス 管理責任者・ 児童発達支援管理責任者実践研修

講義（ 動画配信） / 12月25日～1月19日 / YouTube

演習 / 1月26日　 シンフ ォ ニアテク ノ ロ ジー響ホール伊勢　 大会議室

　 　 　  2月1日　  三重県社会福祉会館　 講堂

　 　 　  2月7日　  四日市市文化会館　 第3ホール

修了者270名

③サービス 管理責任者・ 児童発達支援管理責任者更新研修

講義・ 演習 / 8月18日　 三重県総合文化センタ ー　 生涯学習棟　 大研修室

　 　 　 　 　 　  8月22日　 シンフ ォ ニアテク ノ ロ ジ－響ホール伊勢　 大会議室

　 　 　 　 　 　  9月6日　 四日市市文化会館　 第3ホール

             9月19日　 三重県社会福祉会館　 講堂

修了者369名

④専門コ ース 別研修

講義・ 演習 / 3月11日、 12日 / 三重県社会福祉会館　 講堂

修了者62名

⑤障がい者虐待防止・ 権利擁護研修（ 共通・ 事業所等コ ース ・ 市町コ ース ）

ア） 共通講義

　 講義（ 動画配信）  / 11月6日～26日 / YouTube

修了者775名

イ ） 事業所等コ ース

　 1部講義（ 動画配信）  / 1月24日～2月14日 / YouTube

2部演習 / 2月16日　 三重県社会福祉会館　 講堂

　 　 　 　 　 2月21日  四日市市文化会館　 第3ホール

修了者 / 1部 141名　 / 1部及び2部 157名

ウ ） 市町コ ース

講義・ 演習 / 2月2日　 三重県社会福祉会館　 講堂 / 修了者15名
⑥喀痰吸引等研修（ 第3号研修）

講義/8月18日、 8月26日/三重県社会福祉会館
試験/9月20日/三重県社会福祉会館
演習/10月5日/三重県社会福祉会館
修了状況／基本研修修了者数 14名／実地研修修了者数9名／修了証書発行数 15名

⑦各障害福祉施設向け研修実施に係る ワ ーキング
　 ア） サービ ス 管理責任者・ 児童発達支援管理責任者基礎研修ワ ーキング等/5回開催
　 イ ） サービ ス 管理責任者・ 児童発達支援管理責任者実践研修ワ ーキング等/5回開催
　 ウ ） サービ ス 管理責任者・ 児童発達支援管理責任者更新研修ワ ーキング等/5回開催
　 エ） 専門コ ース 別研修ワ ーキング等/5回開催
　 オ） 障がい者虐待防止・ 権利擁護研修ワ ーキング等/14回開催
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（ 10） 三重県介護従事者確保補助金事業の実施
ア） 2課程／3月11日・ 3月21日／三重県教育文化会館及びオンラ イ ン／受講者31名

４ 　 介護支援専門員試験・ 研修センタ ーの機能強化

（ １ ） 介護支援専門員実務研修受講試験の実施

試験日： 10月8日

試験会場： 三重大学、 四日市大学

試験受験者数 試験申込者数： 909名

受験者数： 795名

当日欠席者数： 114名

（ ２ ） 介護支援専門員実務研修の開催

研修の日程等 全体研修： 4日間【 1月5日/6日/9日/10日】

コ ース 別研修： 2コ ース （ 各13日間） 【 1月～3月】

受講者 合計： 133名

（ ３ ） 介護支援専門員実務未経験者更新研修・ 再研修の開催

研修の日程等 全体研修： 4日間【 9月4日/5日/11日/12日】

コ ース 別研修： 4コ ース （ 各7日間） 【 9月～12月】

受講者 未経験者更新： 127名

再研修： 86名

合計： 213名

（ ４ ） 介護支援専門員資質向上研修事業の実施

①専門研修課程Ⅰ

研修の日程等 全体研修： 4日間【 6月13日/14日/20日/21日】

コ ース 別研修： 3コ ース （ 各5日間） 【 6月～8月】

受講者 合計： 85名
②専門研修課程Ⅱ

研修の日程等 コ ース 別研修： 7コ ース （ 各5日間） 【 6月～10月】

受講者 合計： 316名
③主任介護支援専門員研修

研修の日程等 全体研修： 4日間【 12月6日/7日/8日】

コ ース 別研修： 2コ ース （ 各9日間） 【 12月～3月】

受講者 合計： 93名
④主任介護支援専門員更新研修

研修の日程等 全体研修： 1日間【 6月16日】

コ ース 別研修： 3コ ース （ 各7日間） 【 6月～8月】

受講者 合計： 201名

（ ５ ） 介護支援専門員研修向上委員会、 介護支援専門員研修企画・ 検討委員会の開催

①介護支援専門員研修企画・ 検討委員会
3月26日／オンラ イ ン

②介護支援専門員研修実務部会

第1回／5月15日／オンラ イ ン

第2回／6月22日／オンラ イ ン

第3回／7月19日／オンラ イ ン

第4回／12月27日／オンラ イ ン
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基本目標２ 　 持続可能な社会福祉の仕組みづく り
推進項目（ ２ ） 　 福祉人材の定着支援と 育成

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 福祉事業所と の連携・ 支援の強化
　 小規模事業所等人材育成支援事業では、 今年度も 募集件数を上回る 申込みがあり ま し た。 昨
年に引き 続き 、 オンラ イ ン研修を 希望さ れる 事業所も あり ま し た。 ま た延期等、 都度状況によ
り 事業所のニーズに対応ができ ま し た。 今年度も 講師や事業所に向け作成し たフ ロ ーチャ ート
をそれぞれ郵送する こ と で、 よ り 流れがわかっていただけま し た。 アド バイ ザー同様、 研修も
講師に実施報告書の提出をお願いし ている こ と で、 実施内容や事業所の状況等明瞭になってい
ま す。 事前打ち合わせを必須にし たこ と で、 よ り 事業所の希望に添える アド バイ ザーと 研修が
実施でき る よ う になり ま し た。 事業所訪問をする こ と で、 事業所内の課題等を把握し 研修テー
マを検討する こ と ができ ま し た。
　 働き やすい介護職場応援制度構築事業では、 令和3年度に引き 続き 、 「 みえ働き やすい介護職
場取組宣言事業所」 の取組PR動画を作成し 、 メ ッ セージ動画リ ーフ レ ッ ト も 作成し ま し た。 ま
た、 就職フ ェ アに参加し た宣言事業所については、 ブース を 優先的に配置する と と も に求職者
にも 分かり やすいよ う に、 のぼり 旗やロ ゴマーク を設置し ま し た。 今年度は特に、 ３ 種類のロ
ゴマーク の周知を重点的に行う ため、 市町広報や新聞広告への積極的な掲載を行っ ていき ま し
た。 介護に関する 入門的研修や介護職員初任者研修の受講生を対象に、 みえ働き やすい介護職
場取組宣言の制度や宣言事業所の取組等の周知を 行いま し た。

2 福祉人材のキャ リ アアッ プ支援
　 キャ リ アパス 対応型生涯研修では、 4年ぶり に従来通り のグループ形式で開催し 、 グループ
ワ ーク を行う こ と で受講生間の情報共有や意見交換を行う こ と ができ 、 よ り 実り ある 研修を 実
施する こ と ができ ま し た。 アンケート 結果では、 今年度から グループワ ーク を再開し たこ と に
よ り 、 前年度に比べ全体的に理解度が向上し 、 グループワ ーク でき たこ と で、 他の参加者の意
見が聞けて参考になっ た、 やる 気のある 方々に触発さ れて良かったと いう 意見も 多く みら れま
し た。 受講申込者数は、 前年度に比べる と コ ロ ナを理由と し たキャ ンセルは少なく なったも の
の、 あま り 伸びま せんでし た。

3 福祉人材の専門性の向上
　 開催周知が遅れたため受講者数が定員を大き く 下回る 研修があり ま し た。 ま た、 研修テーマ
によ っ ても 参加者数にばら つき があり ま し た。 新型コ ロ ナが収ま っ てき たこ と も あり 、 集合形
式の研修を増やし 、 実施の際は、 手指消毒やマス ク 着用への協力は求めたま ま 、 前年度のよ う
なアク リ ル板など の対応はなく し て開催し ま し た。
集合形式では、 グループワ ーク や、 実技演習を行い、 受講者から も 好評でし た。
ま た、 オンラ イ ン実施によ る ト ラ ブルは減少し ており 、 問題なく グループワ ーク を 実施する こ
と ができ ま し た。
　 自主企画研修については、 それぞれ研修の内容を鑑み、 集合、 オンラ イ ン、 動画配信と 様々
な研修方法で開催し ま し た。 受講後のアンケート 結果では、 研修方法に関わら ず概ね好評でし
た。
　 障害福祉施設研修については、 制度やカリ キュ ラ ムの移行期でし たが、 講師や県担当者と 連
携を取り つつ、 質を担保し た研修の実施を行いながら 、 次年度に向けた研修の企画を行う こ と
ができ ま し た。

4 介護支援専門員試験・ 研修センタ ーの機能強化
　 実務研修受講試験について、 本年度は昨年度と 同じ 「 三重大学」 「 四日市大学」 を会場と し
たこ と で、 よ り ス ムーズな準備と 当日運営ができ ま し た。
　 本年度は、 送迎車の駐停車問題について、 受験の手引き によ り 強い表現で記載する と と も
に、 警備員を 雇い警備にあたっても ら いま し た。 こ こ ま でし ても 駐停車する 送迎車がいたり し
ま し たが、 大き なト ラ ブルや苦情は入る こ と なく 終了でき ま し た。
　 ま た、 各研修におき ま し て、 昨年度に引き 続き 全課程オンラ イ ン研修で実施し ていま す。 オ
ンラ イ ン研修に慣れていない受講者へ対応する べく 、 初心者への説明や接続テス ト 時の操作確
認を実施し 、 少し でも 安心し て受講し ても ら える よ う フ ォ ロ ーをし ていま す。
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Ⅱ　 今後の課題
1 福祉事業所と の連携・ 支援の強化

　 小規模事業所のニーズに応えら れる よ う 、 さ ら に講師を開拓し ていく 必要があり ま す。 事業
所が今後ど のよ う な研修を必要と し ている かの聞き と り を行った結果、 職員が未経験な方も 多
く 基礎知識が不足傾向にある こ と が分かり ま し たので、 研修テーマの追加や改善を し ていく 必
要があり ま す。
　 働き やすい介護職場応援制度構築事業では、 今年度はこ れま でに8法人の新規申請があり ま す
が、 事業所訪問や就職フ ェ アの際に「 働き やすい介護職場取組宣言」 についての認知がま だま
だ足り ないと 感じ たり 、 事業所から も 同様の声を 聴いたり する こ と も あり 、 今後は未申請の施
設への事業啓発を行う と と も に、 求職者にはチラ シ、 取組紹介集、 ホームページや取組PR動画
など を 活用し 、 こ の事業自体の認知度、 特に3種類のロ ゴマーク について市町広報や広告を通
し 、 周知を広めていく 必要があり ま す。

2 福祉人材のキャ リ アアッ プ支援
　 キャ リ アパス 対応型生涯研修では、 参加者数が減少し ている ため、 研修受講の有効性を広く
周知し 、 参加者数の増加につなげる こ と が課題です。
キャ リ アパス 対応生涯研修については、 今年度から グループワ ーク を実施し たこ と も あり 、 特
にグループワ ーク を実施し たセッ ショ ンのアンケート 結果は前年度に比べ全体的に理解度が向
上し ま し た。 今後も グループワ ーク での実施ができ る よ う 工夫が求めら れま す。 アンケート の
方法や項目について、 よ り 良い成果の得ら れる よ う 内容を検討する 必要があり ま す。

3 福祉人材の専門性の向上
　 取り 上げる 研修テーマについては、 今後も 研修委員会にて企画し ていただき 、 実施方法や
テーマの見せ方など に工夫し つつ、 多く の参加者が見込ま れる 研修を実施し ていく 必要があり
ま す。 オンラ イ ンと 集合形式のいずれかの方法のメ リ ッ ト も 検討し た上で研修の内容に適切な
研修方法を選択する 必要があり ま す。
アンケート については、 対面の研修の回収率は高く 、 オンラ イ ン研修の回収率は低いため、 オ
ンラ イ ン研修のアンケート 回収率を上げる ために、 研修時間内にアンケート 回答時間を設け
る 、 アンケート 回答者に何かし ら の資料を送付する など の特典をつける など 、 工夫が求めら れ
ま す。
　 自主企画研修会については、 ニーズを し っかり 把握し 、 内容と と も に適し た研修時期を検討
し 、 よ り 受講生に来ていただき やすい体制を整える 必要があり ま す。 ま た、 集合、 オンラ イ
ン、 動画配信のそれぞれのメ リ ッ ト を活かし 、 テーマによ り 合った研修方法を選ぶこ と が求め
ら れま す。 参加者確保のため、 研修内容だけでなく 、 開催時期や周知方法も 検討し ていく 必要
があり ま す。
　 喀痰吸引等研修（ 第一・ 二号） については、 早めの周知を 心がける と と も に、 県から の補助
金対象になっ ている ため、 補助金についても し っ かり 周知する 必要があり ま す。
　 障害福祉施設研修については、 制度の移行期であり 、 研修の種類やカリ キュ ラ ム、 日程が増
えている ため、 講義・ 県担当者と 連携し 、 進めていく 必要があり ま す。 ま た、 研修間の整合性
を持たせる ため、 年数回の会議を 通じ て、 企画・ 運営をする こ と が求めら れま す。

4 介護支援専門員試験・ 研修センタ ーの機能強化
　 実務研修受講試験について、 送迎車の駐停車問題への対策を講じ ま し たが、 離れた場所に駐
停車する 等のケース が見受けら れま し た。 し かし 、 一定の成果はあったと 思われる ので、 来年
度以降も 続けていき 、 受験者に会場ま では公共交通機関を利用する と いう 意識付けし ていく 必
要があり ま す。
　 研修につき ま し ては、 引き 続き 全課程オンラ イ ン研修と なり ま し た。 研修がオンラ イ ンに
なって数年経ちま すが、 毎年対象者が異なる ためパソ コ ン操作に不安のある 方が一定数おり 、
研修に支障がでない程度ま でのフ ォ ロ ーが必要になり ま す。 し かし 、 絶え間なく 研修を実施し
ている う えに、 実務研修受講試験の業務が加わる 現状ではかなり タ イ ト なス ケジュ ールを強い
ら れている ため、 職員への負担も 考えて委託内容の根本的な見直し が必要です。
　 ま た、 次年度から 研修のガイ ド ラ イ ンが変わる と いう こ と で、 カリ キュ ラ ムの変更について
は講師等と 共有し ま し たが、 研修資料等の変更を 講師に依頼する 必要があり ま す。 し かし 、 テ
キス ト が年度末にし か発行さ れなかったため、 新年度早々に講師へテキス ト を送付する と と も
に、 資料の作成を依頼し なければなり ま せん。
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基本目標２ 　 持続可能な社会福祉の仕組みづく り

推進項目（ ３ ） 　 質の高い福祉サービ ス に向けた支援

＜事業実施結果＞
１ 　 社会福祉事業の経営支援の強化

（ １ ） 三重県社会福祉法人経営者協議会の運営支援（ 再掲）

事務局と し て運営を 支援し 、 会員施設の相談への対応やニーズに応じ た研修開催

等を 実施

２ 　 福祉サービス にかかる 苦情解決体制の整備

（ １ ） 運営適正化委員会の運営

①運営適正化委員会の開催

第1回／5月22日

第2回／3月6日

②欠員補充に係る 委員の選任

民生委員児童委員協議会常任理事　 狩野明義氏を 選任。

（ ２ ） 運営監視委員会の運営

①運営監視委員会の開催

第1回／5月22日

第2回／7月24日

第3回／9月5日

第4回／11月6日

第5回／2月6日

第6回／3月6日

②福祉サービ ス 利用援助事業の適正な運営に向けた委員会の役割の検討

③日常生活自立支援センタ ーへの現地調査の実施について

6月26日／東員日常生活自立支援センタ ー

7月3日／木曽岬町日常生活自立支援センタ ー

7月7日／鈴鹿日常生活自立支援センタ ー

7月18日／大紀町日常生活自立支援センタ ー

7月21日／菰野日常生活自立支援センタ ー

7月28日／伊勢日常生活自立支援センタ ー

（ ３ ） 苦情解決委員会の運営

①苦情解決委員会の開催

第1回／5月22日

第2回／7月24日

第3回／9月5日

第4回／11月6日

第5回／2月6日

第6回／3月6日

②福祉サービ ス に対する 利用者から の苦情解決に関する 検討

相談件数230件　 う ち苦情受付件数157件

（ ４ ） 調査研究事業の実施

①苦情解決実施状況調査の継続的な実施に向けた検討

　 第5回運営監視委員会にて、 県社協日常生活自立支援事業担当者よ り 、 日常生活自
立支援事業の全体像について解説を受け、 監視にあたって委員会が持つべき 視点に
ついて共有し た。

　 事業報告書発送に合わせて二次元コ ード を記載し た調査依頼文書を発送し 、 ウ ェ
ブフ ォ ーム入力によ る 調査を 実施し た。
　 なお、 事業計画は数年サイ ク ルで全ての事業種別に配布し ている ため、 全ての事
業種別に対する 調査が完了する のは令和9年度と なる 見込み。
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（ ５ ） 広報・ 啓発活動の実施

①事業報告書の作成・ 配布、 ウ ェ ブサイ ト への掲載

令和5年度事業報告書1, 300部を作成。

②出前型・ リ モート 型苦情解決研修用教材の活用

7月4日／東員町社会福祉協議会第三者委員会

ま た、 苦情解決体制調査訪問事業の際に出前研修の周知を 実施。

（ ６ ） 福祉サービス 事業所に対する 巡回指導の実施

３ 　 福祉サービス の評価活動の推進

（ １ ） みえ福祉第三者評価事業の実施

①受審施設への評価の実施

ホームヘルプサービス ゆーゆ（ 訪問介護（ 障害） ） ※R4年度分

②評価事業調査員の確保及び資質向上

③第三者評価決定委員会の開催

2月21日／三重県社会福祉会館

（ ２ ） 社会的養護関係施設第三者評価事業の実施

①受審施設への評価の実施

みど り 自由学園（ 児童養護）

②評価事業調査員の確保及び資質向上

③第三者評価決定委員会の開催

2月21日／三重県社会福祉会館

（ ３ ） 地域密着型外部評価事業の実施

①認知症対応型共同生活介護事業所にかかる 外部評価の実施

評価実施事業所数　 　 　 　 　 　 114事業所　 　 （ 全事業所数201）

実施回数緩和承認事業所　 　 　  26事業所

運営推進会議によ る 外部評価　 　 2事業所

不明　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 59事業所　

②評価調査員会議

6月9日／三重県社会福祉会館

③評価調査員研修会

6月9日／三重県社会福祉会館

9月17日／三重県総合文化センタ ー

11月5日／三重県社会福祉会館

④評価審査員会の開催

6月30日／三重県社会福祉会館

⑤評価調査員養成研修

1月13日／三重県社会福祉会館

1月14日／三重県社会福祉会館

　 ※1月15日～2月16日の間に実習あり

2月17日／三重県社会福祉会館

　 放課後等デイ サービ ス 3事業所、 訪問介護事業所１ 事業所、 就労継続支援事業所1
か所、 特別養護老人ホーム1事業所、 認知症グループホーム1事業所の調査を 実施。

①福祉サービ ス 事業者における 苦情解決事業の取組状況把握のための訪問調査の実施
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基本目標２ 　 持続可能な社会福祉の仕組みづく り
推進項目（ ３ ） 　 質の高い福祉サービ ス に向けた支援

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 社会福祉事業の経営支援の強化
　 三重県社会福祉法人経営者協議会の研修事業については、 引き 続き Li ve配信や事前録画映像
の配信を取り 入れ、 多く の方に参加・ 視聴いただける よ う 実施し ま し た。

2 福祉サービス にかかる 苦情解決体制の整備
　 昨年度から 実施を検討し ていた苦情解決体制実態調査の電子化を 実施し ま し た。
　 苦情解決体制調査巡回訪問については、 例年10事業所を実施し ていま し たが、 本年度は調整
が難航し 7事業所の実施と なり ま し た。

3 福祉サービス の評価活動の推進
　 令和4年度に残っていた1件のみえ福祉第三者評価について、 上半期に実施し ま し た。
　 ま た、 社会的養護関係施設第三者評価を1件実施し ま し た。
　 地域密着型サービス 外部評価事業については、 本会から の働き かけによ り 評価調査員養成研
修事業を県から 受託し 、 新たな調査員の養成に取り 組み、 調査員を 増員する こ と ができ ま し
た。

Ⅱ　 今後の課題
1 社会福祉事業の経営支援の強化

　 大き く 変わら ない基礎的な研修に加え、 変化する 社会情勢や制度改正に応じ た研修など を 行
い、 経営支援を行っていける よ う 情報を 得ていく 必要があり ま す。

2 福祉サービス にかかる 苦情解決体制の整備
　 苦情相談を 通じ ていく つかの事業所の重要事項説明書の内容を知る 機会があり ま し たが、 当
委員会が窓口と し て記載さ れていなかっ たり 、 市の社会福祉協議会と 同一視さ れている など 、
誤った記載が散見さ れま し た。 複数の窓口記載や正し い窓口の記載について、 周知が必要と い
えま す。
　 苦情解決体制調査巡回訪問では、 実施地域に偏り がある ため、 選定の段階でバラ ンス 調整が
必要です。

3 福祉サービス の評価活動の推進
　 本年度は申し 込みが少ないですが、 社会的養護関係施設第三者評価の関係で年によ っては件
数が集中する ため、 事務局体制の強化の検討が必要です。

37



基本目標３ 　 災害時に備えた支援活動の充実

推進項目（ １ ） 　 災害時に備えたネッ ト ワ ーク の構築・ 基盤強化

＜事業実施結果＞
１ 　 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ の体制整備

（ １ ） 関係福祉団体等への周知、 協力依頼

県内施設及び関係福祉団体へDWAT協力施設募集の周知・ 協力依頼／1回
協力施設に対し てDWAT養成研修の開催案内の周知・ 参加協力依頼／1回

（ ２ ） 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ の登録員にかかる 養成研修の開催

①三重県災害派遣福祉チーム（ Ｄ ＷＡ Ｔ ） 養成研修会の開催
6月27日／三重県社会福祉会館講堂／養成者数44名

②三重県災害派遣福祉チーム（ Ｄ ＷＡ Ｔ ） 登録員訓練の開催
8月8日／三重県社会福祉会館講堂／参加者数44名
事前の訓練等企画会議3回実施／5月15日、 5月31日、 7月5日／オンラ イ ン

③三重県総合防災訓練への参加
11月26日／鳥羽市／参加数11名（ DWAT登録員10名、 事務局1名）

（ ３ ） 三重県災害福祉支援ネッ ト ワ ーク 協議会の開催

第1回協議会／10月18日／オンラ イ ン
第2回協議会／3月14日／オンラ イ ン

（ ４ ） 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ 資質向上研修会及び訓練の開催
①三重県Ｄ ＷＡ Ｔ 資質向上研修会の開催

能登半島地震でのDWAT派遣のため今年度は中止。

②三重県災害派遣福祉チーム（ Ｄ ＷＡ Ｔ ） 登録員訓練等企画会議の開催

第1回/5月15日/オンラ イ ン

第2回/5月31日/オンラ イ ン

第3回/7月5日/オンラ イ ン

③三重県災害派遣福祉チーム（ Ｄ ＷＡ Ｔ ） 登録員訓練の開催

8月8日/三重県社会福祉会館/参加者 44名

２ 　 三重県広域受援計画（ 第5章　 高齢者や障がい者等を 支援する 職員（ 介護職員等） の

受入れに関する 計画） の体制整備

（ １ ） 関係福祉団体等への周知、 協力依頼

（ ２ ） 本部員候補者の登録員にかかる 研修及び訓練の開催

①三重県広域受援計画介護職員等の受入れ調整本部員養成研修
7月19日／三重県社会福祉会館講堂／受講者数7名

②三重県総合図上訓練への参画
第1回／9月1日／オンラ イ ン／事務局1名、 県庁2名参加
　 ※訓練当日、 DWAT登録員及び調整本部員に向けて安否確認メ ールを送信
第2回は能登半島地震での対応等によ り 中止

（ ３ ） 災害時福祉支援リ ーダー養成講座の開催
2月29日/三重県総合文化センタ ー/受講者数/57名

（ ４ ） 三重県災害福祉支援ネッ ト ワ ーク 協議会の開催（ 再掲）
第1回協議会／10月18日／オンラ イ ン
第2回協議会／3月14日／オンラ イ ン

３ 　 社会福祉施設における 事業継続計画（ BCP） 策定支援

協力施設に対し て、 調整本部員養成研修の開催要項を周知し 、 参加協力依頼を実施／1回
県内法人・ 施設に災害時福祉支援リ ーダー養成講座について周知・ 参加協力依頼／1回
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（ １ ） 事業継続計画策定支援研修会の開催

ア） 高齢分野／11月15日／三重県人権センタ ー／受講者数203名
イ ） 障がい分野／2月22日／三重県総合文化センタ ー／受講者数225名
ウ ） 児童分野／12月7日／三重県社会福祉会館講堂／受講者数57名
エ） 社協分野／3月5日／三重県社会福祉会館講堂／受講者数14名

４ 　 全社協、 東海北陸ブロ ッ ク 県・ 指定都市社協や県内市町社協と の連携・ 協力

（ １ ） 都道府県社協や近隣県・ 市社協と の連携し た取組の推進

（ ２ ） 県内６ ブロ ッ ク 社協災害時広域連携協議会と 連携し た取組の推進

①三重県社協災害時広域連携協議会の開催

第1回/6月13日

第2回/11月6日

第3回/2月1日　 他、 県内ブロ ッ ク 会議への出席。

５ 　 災害時のボラ ンティ ア活動支援

（ １ ） みえ災害ボラ ンティ ア支援センタ ーや「 災害」 を 通し たネッ ト ワ ーク への参画

①三重県総合防災訓練への参画

11月26日/鳥羽市

②三重災害ボラ ンティ ア支援センタ ーへの参画【 再掲】

　 幹事会への参画／月1回

③官民連携によ る 被災者支援体制構築モデル事業への参画【 再掲】

・ 先進地視察／9月5日／長野県災害支援ネッ ト ワ ーク

・ 「 平時の協働プラ ッ ト フ ォ ーム」 のあり 方検討のための有識者によ る 検討会

　 ／9月25日、 10月12日、 11月2日、 12月5日

・ シンポジウ ムの開催　 被災者支援協働プラ ッ ト フ ォ ームの必要性

　 ～平時から 『 つながり 』 を つく る ／1月13日／88名

６ 　 市町社協、 福祉施設・ 事業所における 災害対応強化の支援

（ １ ） 市町災害ボラ ンティ アセンタ ーの支援

①災害ボラ ンティ ア研修会の開催

第2回「 災害ボラ ンティ アセンタ ーと 組織について」 /3月15日/19名

第3回「 リ ーダーが知っておき たい災害ボラ セン百科」 /3月15日/15名

②市町社協災害ボラ ンティ アセンタ ー研修・ 訓練への協力

ア） 会議等

桑名市社協災害ボラ ンティ アセンタ ー常設化準備委員会/7月24日・ 8月23日

鈴鹿市社協災害ボラ ンティ アセンタ ー連絡会/8月1日・ 12月13日

イ ） 訓練への参加およ び話題提供

三重県教育委員会「 学校防災ボラ ンティ ア事業」 /7月23日

大紀町/8月2日・ 9月16日

多気町/9月3日

名張市/10月7日

津市/11月12日

南伊勢町/11月14日

亀山市/2月3日

度会町/2月3日

松阪市/2月10日

③災害広域連携強化事業（ I T強化） モデル実施事業の実施

モデル実施社協の指定/名張市・ 鈴鹿市・ 三泗鈴亀ブロ ッ ク （ 四日市市）

ア） 定着ミ ーティ ング

第1回（ 事業説明会） /5月12日/オンラ イ ン/26名

第2回/6月9日/オンラ イ ン

第3回/7月3日

第1回「 災害ボラ ンティ アセンタ ーに関する 基礎知識、 し く みの理解」 /10月27日/27名
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第4回/10月20日

第5回/12月14日

第6回/2月2日

イ ） 訓練等における 検証への参画

名張市/12月10日

三泗鈴亀/2月22日

鈴鹿市/3月9日

ウ ） 訓練等に係る 助成の実施

名張市社会福祉協議会へ助成

（ ２ ） 各計画策定の推進

①本会事業継続計画（ BCP） の見直し

②災害用の備蓄購入計画の作成及び備蓄品の購入

内部委員会で備蓄品の確認、 購入候補を検討。

③災害時に備えた市町社協の事業継続計画（ BCP） 策定の促進

社協分野／3月5日／三重県社会福祉会館講堂／受講者数14名（ 再掲）
④福祉避難所運営マニュ アルの策定支援

７ 　 令和6年能登半島地震への三重県社協の支援

（ １ ） 東海北陸ブロ ッ ク 県市社協災害応援協定に基づく 石川県への支援

①東海北陸ブロ ッ ク 県市社協と 支援に関する 調整、 会議、 打ち合わせ

②石川県輪島市社協への支援の実施

・ 支援先　 石川県　 輪島市社会福祉協議会（ 輪島市河井町13部120番地1）

・ 人口等 人口： 23, 256人、 世帯数： 9, 736世帯、 高齢化率： 47. 9％

・ 被害状況（ 令和6年3月29日石川県発表資料から 抜粋）

【 人的被害】 死者： 105人（ 災害関連死3人） 、 行方不明者： 確認中

　 　 　 　 　 　 負傷者： 重症213人、 軽傷303人

【 住家被害】 全壊： 3, 824、 半壊： 3, 865、 一部破損： 7, 127

【 避難所】 　 52カ所、 1, 709人

※別に、 県域で、 1. 5次避難所、 2次避難所設置、 避難者あり 。

【 断水状況】 約2, 600戸が断水。

・ 派遣開始日 令和6年1月18日（ 現地支援開始日は1月19日）

・ 派遣期間 第1～8ク ールま で7泊8日（ 前泊、 後泊含む） 、

　 第9～17ク ールま で6泊7日（ 前泊、 後泊含む）

※第17ク ールは3月30日に出発し 、 4月も 活動。

※第18ク ール以降も 派遣継続中。

・ 派遣人数 第1～第3ク ール2人、 第4ク ール以降は基本3人ずつ派遣。

　 ※第17ク ールの派遣者は2人。

・ 述べ派遣人数（ 第17ク ールま で） 　 47人（ 県社協16人、 市町社協31人）

・ 活動内容　 　

災害たすけあいセンタ ー（ 災害VC） 、 門前VC、 町野VCの運営支援

ボラ ンティ アニーズ受付、 入力、 現地調査　 等

・ 現地宿泊 第5ク ールま では現地社協の建物内に宿泊。

第6ク ール以降は能登町の農家民宿に宿泊し 、 片道約50分移動。

※いずれも 寝袋利用、 食料持参

・ 本会の対応 ◦ 東海北陸ブロ ッ ク 幹事と の派遣調整。

◦ 三重県内市町社協への応援派遣依頼、 派遣者調整。

◦ 各ク ールに基本的に1人職員を派遣

◦ 現地ま での移動手段（ レ ンタ カー手配） 確保。

　 幹事県社協（ 福井県社協、 岐阜県社協） から の情報共有およ び支援に関する 調整
の検討を随時実施。

現地での社会福祉協議会活動バッ ク アッ プ、 職員のケア、 レ ス パイ ト 、

　 ①④は取り 組めま せんでし た。

40



◦ 現地及び前後泊宿泊先の手配。

◦ 必要物品の手配、 購入。

◦ 現地派遣者と の情報共有、 調整　 等

③石川県志賀町社協への支援

・ 派遣期間  令和6年1月23日～26日

・ 派遣人数 派遣人数　 　 2人（ 市町社協2人）

・ 活動内容 災害VC立上げ準備支援（ ニーズ受付、 現地調査　 等）

　

・ 本会の対応 ◦ 三重県内市町社協への応援派遣依頼、 派遣者調整。

◦ 現地ま での移動手段、 現地宿泊先の手配。

◦ 必要物品の手配、 購入。

◦ 現地派遣者と の情報共有、 調整　 等

　

（ ２ ） みえ災害ボラ ンティ ア支援センタ ー（ ＭＶ Ｓ Ｃ ） への参画

①設置日 令和6年1月10日　 ※幹事団体が1月9日に臨時会を 開催し 設置を決定

②活動内容

・ 臨時幹事会／1月9日、 2月2日、 2月16日、 3月8日、 3月27日

・ 情報共有会の開催／3月18日

・ MVSCバンク の登録団体の募集（ 登録団体　 24団体（ 3/29時点） ）

・ ボラ ンティ ア活動支援金の募集

　
　 （ 目標金額1, 000万円、 寄付額　 2, 121, 521円（ 3/27時点）

　
・ 令和6年能登半島地震災害ボラ ンティ ア活動費等助成事業の実施

　 （ 第１ 次募集分10団体・ 100万円　 申請団体6団体（ 3/29時点） ）

（ ３ ） 三重県災害派遣福祉チーム（ 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ ） の派遣

①石川県志賀町への支援（ 3/1～3/8）

・ 活動場所 石川県志賀町内の避難所　 常勤: 地域交流センタ ー

・ 派遣開始日 令和6年2月29日（ 現地支援開始日は3月1日～3月8日）

・ 派遣期間 第1、 第2ク ールそれぞれ5泊6日（ 前泊、 後泊含む）

・ 派遣人数 延べ7人 （ 第1ク ール4人、 第2ク ール3人）

・ 活動内容 避難所内の情報収集・ ラ ウ ンド （ 巡回） 、 他県DWAT等と の打ち合わ

せなど

②石川県輪島市への支援（ 3/9～28） 　 ※第3ク ールから 活動拠点を 輪島市に変更

・ 活動場所　 　 輪島中学校( 3/9～16) ・ 輪島高校( 3/17～20) 、 門前西小学校( 3/21～24) 、 阿岸公民館輪島中学校( 3/9～16) ・ 輪島高校( 3/17～20) 、

門前西小学校( 3/21～24) 、 阿岸公民館（ 3/25～29）

・ 派遣期間 第3～7ク ールそれぞれ5泊6日（ 前泊、 後泊含む）

・ 派遣人数 延べ20人（ 各ク ール4人ずつ派遣）

・ 活動内容 避難所内をラ ウ ンド （ 巡回） し てマッ ピ ングや要配慮者リ ス ト 、

要配慮者フ ェ イ ス シート の作成、 他県DWAT等と の打ち合わせなど

　 　

　 避難所内でま と めた情報等を 石川県と 志賀町、 輪島市に引き 継ぎ、 活動を終了し た。

（ ４ ） 介護職員等の派遣調整

※全国の広域ブロ ッ ク 応援派遣によ る 近畿ブロ ッ ク の派遣職員に引き 継ぎま し た。

　 災害福祉支援ネッ ト ワ ーク 中央センタ ー（ 全国社会福祉協議会） から の派遣要請を 受
け、 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ 派遣調整を 行い、 3月から 石川県志賀町、 輪島市にＤ ＷＡ Ｔ を7ク ー
ル派遣し て支援を実施し た。

　 厚生労働省よ り 能登半島地震に伴う 社会福祉施設等に対する 介護職員等の派遣依頼が
県の子ど も ・ 福祉部を通し てあったため、 平時の福祉支援ネッ ト ワ ーク 協議会の福祉関
係団体に周知を依頼し 、 派遣登録を行った。

　 三重県から の応援派遣実施状況（ 県子ど も ・ 福祉部から の3月末時点の情報） は、 施設
間応援派遣人数6人、 1. 5次避難所6人の合計12人であった。 それぞれ施設や1. 5次避難所
にて要配慮者ケアの活動をさ れた。
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（ ５ ） その他

①石川県支援のNPO等が実施する 輪島市情報共有会議への参加。

②三重県共同募金会の「 令和6年能登半島地震災害義援金」 への協力。
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基本目標３ 　 災害時に備えた支援活動の充実
推進項目（ １ ） 　 災害時に備えたネッ ト ワ ーク の構築・ 基盤強化

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 三重県DWATの体制整備
　 三重県での取り 組みが4年目と なり ま し た。 厚生労働省が示し た養成研修内容案を参考に、 新
型コ ロ ナウ イ ルス 感染症の５ 類に移行し たため、 令和５ 年度から オンラ イ ンで実施し ていたも
のを集合形式で行いま し た。 事前に協力施設やネッ ト ワ ーク 協議会の関係団体にも 積極的に働
き かけ、 ４ ４ 名の登録をいただく こ と ができ ま し た。
ま た、 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ 登録員を対象と し た訓練も 対面で実施し 、 令和２ 年度に登録員の皆様の
意見（ 事前の訓練等企画会議） を 踏ま え作成し たプロ グラ ムを改良し 福祉的ト リ アージをテー
マに実践的な訓練の機会と なり ま し た。 さ ら に、 今年度の三重県総合防災訓練では、 現地の行
政担当者や保健師に加え、 三重県DMATの方と も 連携し ながら 避難所内を想定し た避難者（ 住民
が避難者役） へのアセス メ ント の実施や支援についての検討を事務局やＤ ＷＡ Ｔ メ ンバーと 行
い、 災害派遣をイ メ ージし た訓練・ 振り 返り を行う こ と が出来ま し た。

2 三重県広域受援計画（ 第5章　 介護職員等の受入れに関する 計画） の体制整備
　 調整本部員の養成は、 他県に例を見ない取り 組みであり 、 令和元年度に策定し た「 三重県広
域受援計画における 『 高齢者や障がい者等を支援する 職員（ 介護職員等） の受入れに関する 計
画』 の具体的な活動方針」 を基に研修内容を作成、 実施し ま し た。

3 社会福祉施設における 事業継続計画（ BCP） 策定支援
　 社会福祉施設等における 事業継続計画（ BCP） 策定研修会については、 ４ つの分野でそれぞれ
実施し たと こ ろ、 延べ500名近く の参加者があり 、 関心の高いこ と がわかり ま し た。 受講者から
も 参考になっ た、 施設の取組に活かし ていき たいなど の意見を多く いただき ま し た。

4 全社協、 東海北陸ブロ ッ ク 県・ 市社協と の連携し た取組の推進
　 県内社協と の連携について、 何を相互応援でき る かの具体的な議論を実施する 地域も あり ま
す。 こ れま で災害に関し て議論さ れていなかった地域でも 場を設ける こ と ができ ま し た。

5 災害時のボラ ンティ ア活動支援
　 みえ災害ボラ ンティ ア支援センタ ー幹事団体と し て、 内閣府「 官民連携によ る 被災者支援体
制構築モデル事業」 を と おし 、 今後の県域ネッ ト ワ ーク 体制整備に参画し ま し た。
　 災害ボラ ンティ ア支援センタ ー研修会では、 新任向け、 リ ーダー層向けに整理し て研修を 開
催し ま し た。

6 市町社協、 福祉施設・ 事業所における 災害対応強化の支援
　 従来、 下半期が多かった災害ボラ ンティ アセンタ ー訓練に、 上半期から 複数の職員で参加で
き ま し た。 ま た、 I Tを 活用し た災害ボラ ンティ アセンタ ー運営支援のモデル事業では、 ３ 市社
協をモデル実施社協と し て指定する こ と ができ ま し た。 他の三重県内の社会福祉協議会におい
ても 被災地支援で利用し たこ と も あり 、 I Tツ ールは一気に浸透し たと 思われま す。

7 令和6年能登半島地震への三重県社協の支援
　 令和6年1月1日に発生し た令和6年能登半島地震では、 石川県を中心に甚大な被害が生じ ま し
た。 特に被害の大き かった石川県の被災地支援について、 本会は市町社協を はじ めと する 関係
団体と 共に取り 組みま し た。
　 特に奥能登地域については道路状況が悪く 、 断水も 続いていま す。 支援期間中の衣食住につ
いては、 近年の災害支援の中でも かなり 厳し い状況でし たが、 三重県内の市町社協や東海北陸
ブロ ッ ク の社協と 協力によ り 支援を行う こ と ができ ま し た。
　 ま た、 三重県災害派遣福祉チーム（ Ｄ ＷＡ Ｔ ） が今回の災害で初めての派遣と なり ま し た。
福祉関係団体に所属する 登録員と と も に現地（ 避難所等） で要配慮者支援に取り 組み、 地元の
地域資源につなげる こ と を目標に活動に取り 組みま し た。
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Ⅱ　 今後の課題
1 三重県DWATの体制整備

　 年度途中に能登半島地震が発生し 、 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ も 今回初めて派遣さ れる こ と になり ま し
た。 それに伴い予定し ていたＤ ＷＡ Ｔ 登録員を対象にし た資質向上研修や初動期を 想定し た訓
練の実施を見送り ま し た。 災害はいつ発生する かわから ないため、 発生し て派遣さ れる こ と に
なったと し ても 普段のＤ ＷＡ Ｔ 体制整備に向けた事業が滞り なく 実施でき る かが課題と なり ま
し た。 来年度は、 能登半島地震での経験を研修や訓練等に活かし ながら 次なる 災害への備えと
し て引き 続き 体制整備を進めていく 必要があり ま す。 と く に、 集合での研修や訓練を実施し て
それぞれのス キルアッ プと と も にお互いの「 顔の見える 関係づく り 」 を進めていく と と も に、
登録員に対する 資質向上研修や各種情報提供を行う など 、 連携を密にし ていく こ と が重要で
す。

2 三重県広域受援計画（ 第5章　 介護職員等の受入れに関する 計画） の体制整備
　 介護職員等受け入れ調整本部員を養成し た後のフ ォ ロ ーが不十分のため、 今後は調整本部員
の資質向上につながる 研修会や訓練を実施し 、 DWATと 同じ く 今後想定さ れる 災害に対応でき る
体制整備を進めていく 必要があり ま す。 集合での研修や訓練を実施し 、 よ り 実践的なも のにし
ていく 必要があり ま す。

3 社会福祉施設における 事業継続計画（ BCP） 策定支援
　 社会福祉施設等における 事業継続計画（ BCP） 策定研修会について、 今年度は分野別にBCP策
定済の施設から の事例発表など も 踏ま えた研修を 行いま し たが、 策定が不十分、 未着手のと こ
ろも ある ため来年度はBCP策定済施設へのフ ォ ロ ーアッ プやBCPマネジメ ント を学ぶ研修を未策
定施設への策定支援も 併せて開催し ていく 必要があり ま す。

4 全社協、 東海北陸ブロ ッ ク 県・ 市社協と の連携し た取組の推進
　 災害発生時における 情報共有手段について、 運用さ れる よ う なルール作り や精査が必要と な
り ま す。

5 災害時のボラ ンティ ア活動支援
　 災害ボラ ンティ アセンタ ー研修会において、 新任層向け、 リ ーダー層向け、 それぞれの指導
者の発掘が必要と なり ま す。

6 市町社協、 福祉施設・ 事業所における 災害対応強化の支援
　 浸透し つつある I Tツ ールを具体的に運用でき る 人材の確保、 育成と と も に、 全市町が活用で
き る よ う なき っかけや仕組みづく り が必要と なっ ていま す。

7 令和6年能登半島地震への三重県社協の支援
　 被害の大き かった奥能登地方については、 地理的要因も あって、 道路や上下水道と いったイ
ンフ ラ の復旧が遅れている こ と から 支援にも 影響が生じ 、 復旧復興ま で息の長い支援が必要と
なっていま す。 本会が支援に関わる 輪島市社協においても 、 ま だま だ支援の希望があり 、 令和6
年度も 可能な限り 支援を継続し ていき ま す。
　 三重県Ｄ ＷＡ Ｔ においては、 3月で活動は終了し ま し たが、 そこ で得ら れた経験や情報等を い
かに今後起こ り う る 大規模災害等に活かし ていける かが課題と なっ ており 、 引き 続き チーム員
の意識啓発や資質向上等に取り 組む必要があり ま す。
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県社協の経営基盤の強化

強化項目（ １ ） 　 組織体制の強化

＜事業実施結果＞
１ 　 組織体制の強化

（ １ ） 組織のガバナンス 強化

①正副会長会議の開催

②理事会の開催

③評議員会の開催

④監事会の開催

⑤内部監査の実施

⑥評議員選任・ 解任委員会の開催

　 第1回／6月7日／三重県社会福祉会館

　 第1回／6月7日／三重県社会福祉会館
　 　 第1号議案　 令和4年度　 事業報告について
　 　 第2号議案　 令和4年度　 決算について
　 　 第3号議案　 評議員候補者の選考について
　 　 第4号議案　 評議員選任・ 解任委員会の招集について
　 　 第5号議案　 理事及び監事候補者の選任について
　 　 第6号議案　 令和5年度第1回評議員会（ 定時評議員会） の招集について

　 第2回／6月27日／三重県総合文化センタ ー
　 　 第1号議案　 会長、 副会長及び常務理事の選定について
　 第3回／8月18日／書面決議
　 　 第1号議案　 評議員候補者の選考について
　 　 第2号議案　 評議員選任・ 解任委員会の招集について

　 第4回／12月8日／三重県社会福祉会館
　 　 第1号議案　 令和5年度　 第一次収支補正予算（ 案） について
　 　 第2号議案　 評議員候補者の選考について
　 　 第3号議案　 評議員選任・ 解任委員会の招集について
　 　 第4号議案　 令和5年度　 第2回評議員会の招集について

　 第1回／5月24日／三重県社会福祉会館
　 　 令和4年度事業報告並びに収支決算に関する 監査

　 第2回／11月10日／三重県社会福祉会館
　 　 令和5年度中間事業報告並びに中間収支決算に関する 監査

　 第5回／2月22日／三重県社会福祉会館
　 　 第1号議案　 民事訴訟への対応について

　 第6回／3月7日／三重県社会福祉会館
　 　 第1号議案　 令和5年度　 第二次収支補正予算（ 案） について
　 　 第2号議案　 令和6年度　 事業計画（ 案） について
　 　 第3号議案　 令和6年度　 収支予算（ 案） について
　 　 第4号議案　 資金運用計画（ 案） について
　 　 第5号議案　 嘱託職員及び業務補助職員就業規則の改正について
　 　 第6号議案　 役員等賠償責任保険について
　 　 第7号議案　 第3回評議員会の招集について

　 第1回／6月7日／三重県社会福祉会館
　 　 第1号議案　 令和4年度　 事業報告について
　 　 第2号議案　 令和4年度　 決算について
　 　 第3号議案　 理事及び監事の選任について

　 第2回／12月20日／三重県教育文化会館
　 　 第1号議案　 令和5年度　 第一次収支補正予算（ 案） について

　 第3回／3月27日／三重県社会福祉会館
　 　 第1号議案　 令和5年度第二次収支補正予算（ 案） について
　 　 第2号議案　 令和6年度事業計画（ 案） について
　 　 第3号議案　 令和6年度収支予算（ 案） について

　 第1回／5月19日／三重県社会福祉会館
　 　 令和4年度事業報告並びに収支決算に関する 監査

　 第1回／6月13日／三重県社会福祉会館
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（ ２ ） 会員と の関係強化

①社会福祉関係従事者等の顕彰

ア） 令和5年度三重県社会福祉大会／10月25日／三重県総合文化センタ ー中ホール

イ ） 令和5年度全国社会福祉協議会会長表彰への協力（ 推薦）

（ ３ ） コ ンプラ イ アンス 体制の強化、 推進

①各種法改正への対応に伴う 諸規程の見直し

２ 　 事務局体制の強化

（ １ ） 新ウ ェ ルビーイ ングみえプラ ンの推進

①推進委員会の開催

新 ②次期計画策定に向けた準備

令和6年度の策定ス ケジュ ールを検討。

（ ２ ） 職員の資質向上

①内部委員会によ る 横断的な取組の実施

②職員研修会の開催

（ ３ ） 働き 方改革関連法への対応

①就業規則を はじ めと する 諸規程の見直し

（ ４ ） 職員の健康づく り

①衛生委員会の開催

②ス ト レ ス チェ ッ ク ・ 健康診断の実施

　 第3回／2月20日～3月1日／動画配信の視聴
　 　 内容： Zoom操作について

　 第4回／3月19日～3月29日／動画配信の視聴
　 　 内容： 令和6年能登半島地震被災地社協応援職員派遣の活動概要報告修
　 　 　 　 　 能登半島地震にかかる DWAT派遣の活動状況について

　 嘱託職員及び業務補助職員就業規則の改正（ 賞与支給）

　 毎月第1木曜日開催、 産業医及び衛生委員によ る 職場巡視。

　 広報委員会（ 福祉みえ） 、 広報委員会（ Ｄ Ｂ 更新） 、 広報戦略委員会、
　 災害対応委員会、 新ウ ェ ルビ ーイ ングみえプラ ン検討委員会、
　 70周年記念誌作成委員会

　 第1回／7月25日～8月4日／動画配信の視聴
　 　 内容： 都道府県・ 指定都市社協　 部・ 課・ 所長会議の伝達研修

　 10月1日から のイ ンボイ ス 制度開始に伴う 請求書等の変更、 会計の対応を 実施。

　 第2回／1月15日／オンラ イ ン研修　 ※1/24（ 同内容を動画配信）
　 　 内容： 社協の取組む業務・ 事業の生ま れた経緯等
　 　 ※能登半島地震によ る 講師への影響で中止

　 第2回／9月5日／三重県社会福祉会館

　 　 　 顕彰　 三重県社会福祉協議会会長表彰・ 感謝受章者
　 　 　 　 　 　 　 民生委員・ 児童委員功労者　 　 　 　 　 　 37名
　 　 　 　 　 　 　 社会福祉法人・ 社会福祉施設功労者　 　 53名
　 　 　 　 　 　 　 社会福祉協議会、 民間団体功労者　 　 　 17名
　 　 　 　 　 　 　 社会福祉事業協助者（ 感謝） 　 　 　 　  　 3団体

　 第3回／12月14日／三重県社会福祉会館

　 　 　 三重県から の推薦者・ 団体
　 　 　 　 民生委員・ 児童委員功労表彰　 　 　 　 　 　 　 　  7名推薦
　 　 　 　 社会福祉法人・ 福祉施設功労表彰　 　 　 　 　 　 11名推薦
　 　 　 　 社会福祉協議会・ 民間社会福祉団体功労表彰　  3名推薦
　 　 　 　 永年勤続功労表彰　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15名推薦

②各種法改正への対応
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３ 　 財務規律の強化

（ １ ） 自主財源の充実

①寄付金の受理と 贈呈

②図書の斡旋販売、 社会福祉施設保険等の斡旋

（ ２ ） 経費削減の徹底

諸経費削減の検討。

　 ウ ） 高齢者福祉施設へオンラ イ ンコ ンサート （ 無料） の周知
　 　 八代亜紀氏オンラ イ ンコ ンサート の周知　 3回
　 エ） 公益社団法人生命保険フ ァ イ ナンシャ ルアド バイ ザー協会（ JAI FA） 三重県協会
　 　 の寄贈先推薦　 児童養護施設3施設推薦（ ※1施設辞退）

　 全職員対象に実施。

　 ア） 寄付金品の受領
　 　 ・ 一般寄付及び指定寄付　 14件　 　 合計2, 699, 493円
　 　 　 一般寄付  　 　 　 　 　 　  3件　 　 　 　 　 364, 488円
　 　 　 指定寄付　   　 　 　 　 　 11件　 　 　 　 2, 335, 005円

　 イ ） 物品寄贈によ る 社会福祉施設等への配分、 贈呈調整
　 　 ・ 車いす　 　 　 　 2件　 8台
　 　 ・ 車両　 　 　 　 　 1件　 1台
　 　 ・ カプセルト イ 　 1件　 児童養護施設5施設142個、 子ど も 食堂12団体910個
　 　 ・ 文房具　 　 　 　 1件　 県内児童養護施設に寄贈
　 　 ・ バザー物品の寄贈  1件
　 　 ・ 県内社会福祉施設への「 肉ま ん・ あんま ん」 　 1件10, 032個
　 　 ・ 車いす補助具「 揺れカッ ト 2」 　 1件2台

　 図書の斡旋販売、 三重県中小企業共済協同組合（ みえ共済） の代理店業務、 薬斡
旋（ 2企業） 。
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県社協の経営基盤の強化
強化項目（ １ ） 　 組織体制の強化

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 組織体制の強化
　 理事の任期を迎え、 改選手続き およ び登記を行いま し た。

2 事務局体制の強化
　 内部職員向け研修については、 本年度初めて録画し た動画でいつでも 見る こ と ができ る 方式
で実施し ま し た。 各職員の調整でき る 時間に視聴でき る ため、 全職員に視聴し ても ら いたい研
修を行う 場合は有効でし た。

3 財務規律の強化
　 10月から のイ ンボイ ス 対応に向け、 請求書等の内容や支払時の対応の見直し を図り ま し た。
ま た、 内部の支出負担行為も 変更し 、 各事業における 予算管理の意識づけを 図り ま し た。

Ⅱ　 今後の課題
1 組織体制の強化

　 団体事務のあり 方見直し のため、 現状把握と 見直し を図る 必要があり ま す。 会員規程につい
ても 引き 続き 見直し の検討が課題と なっ ていま す。 新ウ ェ ルビーイ ングみえプラ ンの見直し に
向け、 準備を 進める 必要があり ま す。

2 事務局体制の強化

　 70周年記念誌完成に向け、 検討を進めていま す。 令和6年1月から 本格ス タ ート する 電子帳簿
保存法についても 順守でき る よ う 対応を 進める 必要があり ま す。

3 財務規律の強化
　 イ ンボイ ス 制度については、 今後も 対応する 中で問題が発生する こ と も 想定さ れる ため、 適
切な対応を行っていき ま す。
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県社協の経営基盤の強化

強化項目（ ２ ） 　 福祉のプラ ッ ト フ ォ ームの構築

＜事業実施結果＞
１ 　 情報収集・ 提供、 広報の充実・ 強化

（ １ ） 広報戦略の推進

新 ①広報戦略に基づいたアク ショ ンプラ ンの策定

内部委員会で取り 組みを検討。

（ ２ ） 多様な広報媒体の活用

①機関誌「 福祉みえ」 の内容充実

②ホームページの充実

③SNS等の活用

２ 　 福祉の連携・ 協働の拠点と し ての環境整備

（ １ ） Ｉ Ｃ Ｔ 利活用の推進

①ki nt oneの運用・ 活用

（ ２ ） グループウ ェ アの導入検討

（ ３ ） 福祉のデータ ベース 構築・ 充実

①ホームページでの各種統計データ 等の情報発信

３ 　 シンク タ ンク 機能の強化

（ １ ） 関係機関と の連携・ 協力によ る 調査・ 研究事業の実施

（ ２ ） 市町社協、 種別協議会等と の連携によ る 提言活動の実施（ 再掲）

・ 三重県関係部署／5月10日／三重県庁
・ 自由民主党三重県支部連合会への要望活動／8月10日／自由民主党三重県支部

・ 三重県議会新政みえへの要望活動／8月29日／三重県議会棟

・ 三重県内与党国会議員／10月／県内各応援事務所

（ ３ ） 県社協創立70周年記念事業の企画・ 実施

４ 　 三重県と のパート ナーシッ プの強化

（ １ ） 三重県と の協働によ る 市町およ び市町社協と の意見交換の実施

実施せず。

　 毎月10日発行（ 4・ 5月号は合併号）
　 発行部数　 1, 650部

県内の商工会連合会、 商工会議所を通じ て社会貢献活動に関する 調査を実施。

70周年記念誌作成に向け、 内部委員会で検討を 行った。
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県社協の経営基盤の強化
強化項目（ ２ ） 　 福祉のプラ ッ ト フ ォ ームの構築

＜事業実施成果＞
Ⅰ　 事業評価

1 情報収集・ 提供、 広報の充実・ 強化
　 広報誌、 ホームページ、 各事業のSNSでの広報を 実施し ま し た。

2 福祉の連携・ 協働の拠点と し ての環境整備
　 一部事業でKi nt one活用を進めていま す。

3 シンク タ ンク 機能の強化
　 広報戦略委員会（ 内部委員会） で、 県内企業等の社会貢献活動に関する 調査を実施し ま し
た。

4 三重県と のパート ナーシッ プの強化
　 各事業ごと に連絡調整を密にし ていま すが、 三重県と の協働によ る 市町およ び市町社協と の
意見交換は取組めま せんでし た。

Ⅱ　 今後の課題
1 情報収集・ 提供、 広報の充実・ 強化

　 可能な範囲で改善を 図り ま す。

2 福祉の連携・ 協働の拠点と し ての環境整備
　 可能な範囲で改善を 図り ま す。

3 シンク タ ンク 機能の強化
　 70周年記念誌で、 過去の取り 組みを整理し 、 今後の取り 組みの参考と なる よ う 作成し ていき
ま す。
　 企業等の社会貢献活動に関する 調査を 実施し た結果を活かし 、 さ ら に詳し い活動の取材を 通
じ て、 連携強化や協働方法を模索し ていき ま す。

4 三重県と のパート ナーシッ プの強化
　 各事業ごと に業務を 通じ た連絡調整は行っていま すが、 よ り 積極的に意見交換の場を設ける
など 、 取組みの強化が求めら れま す。 ま た、 新ウ ェ ルビーイ ングみえプラ ンの推進と 合わせて
検討し ていく 必要があり ま す。
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＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標１ 地域共生の基盤づくり 

推進項目（１） 支え合う地域づくりの支援 

 

１（４）相談支援包括化推進員等養成研修 

 

【研修実施状況】 

研修名  概要・＜ 講 師 ＞等 参加者数 

市町におけ

る包括的支

援体制整備

に向けた連

続研修 

第 1回 ＜ 講 師 ＞  

特定非営利活動法人全国コミュニティライフ 

サポートセンター 

理事長 池田 昌弘 氏 

＜ 事例発表 ＞ 

関市・社会福祉法人関市社会福祉協議会 

28 名 

第 2 回 ＜ 講 師 ＞  

日本福祉大学 教授 川島 ゆり子 氏 

＜ 事例発表 ＞  

社会福祉法人稲沢市社会福祉協議会 

33 名 

第 3 回 ＜ 講 師 ＞  

一般社団法人コミュニティーネットハピネス 

代表理事 土屋 幸己 氏 

＜ 事例発表 ＞  

高島市 

32 名 

市町におけ

る包括的支

援体制整備

に向けたテ

ーマ別研修 

第 1回 「包括的な支援体制～外国籍住民支援を通じて～」 

＜ 講 師 ＞  

東洋大学 教授 加山 弾 氏 

＜ 事例発表 ＞ 

社会福祉法人鈴鹿市社会福祉協議会 

10 名 

第 2 回 「包括的な支援体制の基本設計づくり 

～重層的支援体制整備事業と地域福祉計画・活動計画

の関係性～」 

＜ 講 師 ＞ 

 関西学院大学 教授 藤井 博志 氏  

17 名 

第 3 回 「地域生活支援における多機関多職種連携」 

＜ 講 師 ＞ 

日本社会事業大学 教授 菱沼 幹男 氏 

25 名 

第 4 回 「重層的支援会議のプロセスと運用方法」 

＜ 講 師 ＞  

一般社団法人コミュニティーネットハピネス 

代表理事 土屋 幸己 氏 

＜ 事例発表 ＞ 

 松阪市・社会福祉法人松阪市社会福祉協議会 

17 名 
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＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標１ 地域共生の基盤づくり 

推進項目（１） 支え合う地域づくりの支援 

 

５（１）「子どもの居場所」ニーズ・シーズのマッチング支援事業 

 

〇ニーズ登録件数 44 件 

 

 

※活動内容の重複あり。 

※その他は３項目に含まれない活動をしているもの 

 

〇ニーズ登録内容割合（団体に対して） 

  

 

 

 

※ニーズ登録の重複あり。 

 

〇マッチング内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子ども食堂 84％ 

学習支援教室 32％ 

フードパントリー 52％ 

その他 7％ 

食材 95％ 

日用品等 91％ 

活動資金 95％ 

場所・設備 89％ 

人材 75％ 

寄付者（企業・団体・個人） 寄付内容 受取団体数 

三重県園芸振興協会 三重県産梨 5 団体 

個人（伊勢市） 玄米 2 団体 

個人（津市） お菓子 1 団体 

個人（四日市市）組合（伊賀市） 活動資金 12 団体 

ハシテツ株式会社 活動資金 2 団体 

ナゴヤシンコー株式会社 活動資金 2 団体 

三重北農業協同組合 商品券 13 団体 

三重県園芸振興協会 三重県産いちご 12 団体 

県内組合（津市） 玄米 20 団体 

県内民生委員児童委員 玄米、食料品 1 団体 

県内企業（菰野町） 活動資金 1 団体 

個人（津市） 毛布・タオル類 1 団体 

NPO 法人くぼちゃんファーム 米、人材（食育指導者） 1 団体 

個人（四日市市） 活動資金 4 団体 

県内企業（津市） コピー用紙 3 団体 

県内企業（津市） 活動資金 1 団体 

株式会社フォーシーズ・ピザーラ ピザ 9 団体 

株式会社 JTEKT 亀山工場 活動資金 2 団体 

52



＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標１ 地域共生の基盤づくり 

推進項目（２） 多様な主体との協働 

 

３（１）具体的な支援の開発と実施 
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理由④就労訓練事業または就労準備支援事業
理由③企業等採用面接会場への移動
理由②ハローワーク・就業紹介所への通い
理由①自立支援相談機関への通い
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＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標１ 地域共生の基盤づくり 

推進項目（３）多様な主体との協働 

 

１（１）三重県日常生活自立支援センターの運営 

 

【令和５年度月別審査状況表】                                 

案 件 

期 日 

審査案件 報告案件 
相談 
案件 

契約 
締結 

契約 
解除 

支援 
計画 

再評価 

契約 
締結 

契約 
解除 

支援計画 
再評価 

４月１８日 1 1 4 24 44 170 0 

５月２３日 0 0 14 20 35 192 0 

６月２７日 1 1 6 23 27 253 0 

７月２５日 0 0 3 40 19 285 1 

８月２９日 2 0 18 35 23 215 0 

９月１９日 2 0 10 38 36 147 0 

１０月２４日 3 0 11 32 21 207 0 

１１月２８日 1 0 8 31 29 229 0 

１２月１９日 2 0 0 26 24 220 0 

１月２３日 1 0 5 34 24 311 0 

２月２０日 1 0 17 24 21 204 1 

３月１９日 1 0 3 32 26 170 0 

合 計 15 2 99 359 329 2,603 2 

 

【相談件数】令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

市町名 
認知症 

高齢者等 

知的障害者 

等 

精神障害者 

等 
不 明 その他 合 計 

桑 名 1,362 1,178 2,372 91 0 5,003 

東 員 135 26 569 170 0 900 

木曽岬 0 0 0 0 0 0 

いなべ 89 232 475 90 0 886 

四日市 2,800 3,622 4,628 16 0 11,066 

朝 日 3 0 0 0 0 3 

川 越 16 7 0 3 0 26 

菰 野 674 778 1,894 63 9 3,418 

鈴 鹿 649 1,406 1,667 304 0 4,026 

亀 山 312 1,363 1,160 155 0 2,990 

津 1,683 2,429 3,908 18 2 8,040 

松 阪 689 221 2,266 124 0 3,300 

明 和 58 5 22 57 2 144 

多 気 23 0 8 3 0 34 

大 台 125 165 30 22 0 342 

伊 勢 1,328 151 594 149 0 2,222 
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玉 城 8 1 0 0 0 9 

度 会 0 0 2 0 0 2 

大 紀 67 232 180 8 0 487 

鳥 羽 54 32 105 0 0 191 

志 摩 1,005 606 984 112 0 2,707 

南伊勢 26 0 4 2 0 32 

伊 賀 994 1,719 3,379 594 0 6,686 

名 張 857 2,467 1,850 99 0 5,273 

尾 鷲 281 278 470 290 0 1,319 

紀 北 28 8 9 6 0 51 

熊 野 14 21 29 15 0 75 

御 浜 31 35 37 1 0 104 

紀 宝 75 0 94 0 0 169 

三重県 1 1 2 2 0 6 

合 計 13,387 16,983 26,738 2,394 13 59,515 

 

【契約締結件数】令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

市町名 
認知症 

高齢者等 

知的障害者 

等 

精神障害者 

等 
その他 合 計 

桑 名 13 4 7 0 24 

東 員 1 0 1 0 2 

木曽岬 0 0 0 0 0 

いなべ 1 0 1 0 2 

四日市 29 9 15 0 53 

朝 日 0 0 0 0 0 

川 越 3 1 0 0 4 

菰 野 1 1 2 1 5 

鈴 鹿 6 10 11 0 27 

亀 山 0 0 2 0 2 

津 35 11 25 0 71 

松 阪 17 6 13 0 36 

明 和 2 0 2 3 7 

多 気 3 0 2 0 5 

大 台 4 1 0 0 5 

伊 勢 27 4 7 2 40 

玉 城 3 0 0 0 3 

度 会 0 0 0 0 0 

大 紀 2 2 0 0 4 

鳥 羽 3 0 3 0 6 

志 摩 7 0 6 0 13 

南伊勢 6 0 1 0 7 

伊 賀 9 5 5 6 25 
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名 張 1 4 1 0 6 

尾 鷲 2 0 0 4 6 

紀 北 1 1 1 1 4 

熊 野 2 1 1 3 7 

御 浜 2 1 1 0 4 

紀 宝 1 0 0 0 1 

合 計 181 61 107 20 369 

 

【終了件数】令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

市町名 
認知症 

高齢者等 

知的障害者 

等 

精神障害者 

等 
その他 合 計 

桑 名 15 2 9 0 26 

東 員 1 0 0 1 2 

木曽岬 1 0 0 0 1 

いなべ 0 0 0 0 0 

四日市 31 9 21 2 63 

朝 日 0 0 0 0 0 

川 越 5 0 0 0 5 

菰 野 2 2 3 1 8 

鈴 鹿 9 1 7 2 19 

亀 山 2 2 0 1 5 

津 35 11 17 0 63 

松 阪 13 6 4 1 24 

明 和 1 2 2 2 7 

多 気 4 2 0 0 6 

大 台 2 1 0 0 3 

伊 勢 17 3 4 2 26 

玉 城 3 0 0 0 3 

度 会 1 0 1 0 2 

大 紀 8 1 0 0 9 

鳥 羽 4 3 3 0 10 

志 摩 2 0 1 0 3 

南伊勢 3 0 0 0 3 

伊 賀 8 7 8 1 24 

名 張 3 0 3 0 6 

尾 鷲 0 0 0 3 3 

紀 北 2 0 0 1 3 

熊 野 0 0 1 0 1 

御 浜 1 0 0 0 1 

紀 宝 1 0 1 0 2 

合 計 174 52 85 17 328 
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【実利用者数】※令和６年３月３１日時点 

市町名 
認知症 

高齢者等 

知的障害者 

等 

精神障害者 

等 
その他 合 計 

桑 名 51 27 41 4 123 

東 員 2 1 9 2 14 

木曽岬 0 1 1 1 3 

いなべ 6 15 25 6 52 

四日市 126 82 175 10 393 

朝 日 0 2 1 1 4 

川 越 4 2 4 2 12 

菰 野 6 9 20 0 35 

鈴 鹿 37 70 93 15 215 

亀 山 5 17 19 2 43 

津 102 107 164 3 376 

松 阪 75 48 71 8 202 

明 和 10 9 9 3 31 

多 気 4 2 8 0 14 

大 台 6 3 1 1 11 

伊 勢 94 25 49 6 174 

玉 城 10 1 0 3 14 

度 会 2 1 1 0 4 

大 紀 16 15 7 1 39 

鳥 羽 11 7 8 0 26 

志 摩 16 17 21 3 57 

南伊勢 10 4 2 0 16 

伊 賀 34 47 60 17 158 

名 張 11 33 26 1 71 

尾 鷲 7 6 6 5 24 

紀 北 3 21 9 3 36 

熊 野 5 5 13 4 27 

御 浜 10 5 5 0 20 

紀 宝 4 0 3 0 7 

合 計 667 582 851 101 2,201 
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＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標１ 地域共生の基盤づくり 

推進項目（３） 総合的な相談支援機能の強化 

 

３（１）自立相談支援事業の実施 

【新規相談受付、支援調整会議（ケース件数）】 

 新規相談 支援調整会議 

木曽岬町 2 1 

東員町 9 10 

菰野町 12 8 

朝日町 3 2 

川越町 12 10 

明和町 36 11 

大台町 12 4 

玉城町 6 3 

度会町 2 2 

南伊勢町 23 7 

大紀町 4 4 

紀北町 37 13 

御浜町 21 12 

紀宝町 3 5 

その他 1 0 

合 計 183 92 
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＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標１ 地域共生の基盤づくり 

推進項目（３） 総合的な相談支援機能の強化 

 

４（１）適切な貸付への取組 

【生活福祉資金貸付審査等運営委員会の開催状況】 

回 開催日 新規貸付 償還猶予 償還免除 その他 

第 1回 4 月 20 日       流会 

第 2回 5 月 18 日 1 3 1   

第 3 回 6 月 15 日 4 4 2   

第 4 回 7 月 20 日 1 0 0   

第 5 回 8 月 17 日 5 5 1 新規 1件不承認 

第 6回 9 月 21 日 8 2 2 免除 2件不承認 

第 7回 10 月 19 日 14 3 0 新規 1件再調査 

第 8回 11 月 16 日 19 2 0   

第 9 回 12 月 21 日 10 1 0 新規 2件不承認 

第 10 回 1 月 18 日 11 2 0 新規 1件不承認 

小委員会 2 月 8 日 13 2 0   

第 11 回 2 月 22 日 15 0 0   

第 12 回 3 月 28 日 11 2 1   

 

【貸付申込・決定状況】 

資金種類 
申込状況 貸付決定状況 

件数 金額（円） 件数 金額（円） 

総合支援資金 1 450,000  0 0  

福祉資金 

緊急小口資金 133 12,440,000  93 7,530,000  

緊急小口資金

以外 
40 13,724,000  35 13,063,000  

教育支援資金 
教育支援費 132 53,541,000  101 44,452,000  

就学支度費 101 29,603,000  72 19,930,000  

不動産担保型生活資金 1 8,274,000  1 8,274,000  

合 計 408 118,032,000 302 93,249,000 
     

要保護不動産担保型生活資金  0 0  0 0  

臨時特例つなぎ資金  0 0  0 0  
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 高齢者分野 障害者分野 児童分野 社 協 行 政 

就職者数（人） 84 11 27 0 0 

 

＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標２ 持続可能な社会福祉の仕組みづくり 

推進項目（１） 福祉人材の確保・就労支援 

 

１ 三重県福祉人材センター機能の充実・強化 

【就職者実数】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１（１）三重県福祉人材センター運営事業（無料職業紹介事業） 

 

【求人状況】  
R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

新規求人数               （人） 5,876 5,049 4,636 4,815 4,818 

（内訳）正規職員 3,472 2,844 2,549 2,584 2,614 

    常勤職員 634 670 624 597 485 

    パート職員 1,770 1,535 1,463 1,634 1,719 

新規求人件数       （件） 2,439 2,190 2,041 2,207 2,227 

有効求人件数（累計）   （件） 7,219 6,604 6,045 6,562 6,602 

 

【求職状況】  
R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

新規求職者数       （人） 795 582 516 491 442 

（内訳）一般 781 570 505 476 425 

（内訳）学生 14 12 11 15 17 

有効求職者数       （人） 2,300 1,650 1,487 1,363 1,221 

 

【就職者数／無料職業紹介事業（システムでの紹介状発行）】  
R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 

就職者数        （人） 62 43 51 43 39 

（人材センターからの紹介状発行数） 77 59 64 54 59 

ネット応募による就職者数（人） 2 1 1 3 1 

（インターネットからの応募受付数） 3 1 5 7 13 

就職者数 合計（紹介＋応募）（人） 64 44 52 46 40 

 

 

 

区 分 就職者数（人） 

無料職業紹介事業（システムでの紹介状発行） 40   

無料職業紹介事業（システムでの紹介状発行なし） 67  

就職フェア（オンライン含む） 19  

合 計 122  

紹介状発行と 

4 名重複 
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 〇令和５年度 就職者合計の内訳 

 

【分野別の就職者数（紹介＋応募）】 

 

【年代別の就職者数（紹介＋応募）】 

 

 

 

１（２）福祉・介護マッチング支援事業 

【介護職員に対する悩み相談窓口の相談件数】 

区分 人数（件数） 

相談人数 155 

相談件数 315  

相談内容 労働・待遇 47  

職場関係 200  

利用者関係 37  

家族関係 11  

資格・学習 3  

健康関係 6  

その他 11  

 

１（３）職場体験事業 

【年代別体験者数】  

  年 代 

内 訳 
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 

研修受

講者他 
合 計 

体験及び 

視聴 
8 4 3 4 14 5  38 

視聴のみ 
41 

うち学校39 
2 0 4 3 0 37 87 

合 計 49 6 3 8 17 5 37 125 

 

【属性別体験者数】  

属 性 高校生 大学・専門学生 一般 合 計 

人 数 44 4 77 125 

 

【体験施設種別 日数】 

種 別 日 数 

高齢者施設 85 

障がい者施設 17 

児童施設 6 

その他（複合施設等） 6 

合 計（日） 114 

  高齢者分野 障害者分野 児童分野 社 協 行 政 

就職者数  （人） 24 3 13 0 0 

  10・20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

就職者数  （人） 7 6 11 9 4 3 
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【体験者の就職状況】※前年度までの体験者含む 

受入施設 
体験終了後就労者数 

合 計 
体験先 体験先以外 

高齢者施設 2 23 25 

障がい者施設 0 2 2 

児童施設 1 1 2 

その他（訪問・社協・不明） 1 0 1 

合 計 4 26 30 

 

【年代別就職者数】  

年 代 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 合 計 

人 数 2 5 0 3 14 6 30 

※上記就職者数のうち本事業研修受講生以外の方は、「１ 三重県福祉人材センター機能の充実・ 

強化」の就職者数に含まれています。 

 

 

２（１）介護員養成研修資格取得支援事業 

【受講生の状況及び就労実績】 

研修名 回 次 申込者数 
受講者数 

（平均年齢） 
修了者数 就職者数（％） 

過年度 

就職者数 

介護職員 

初任者研修 

第 1回   8 名 
   8 名 

（53.1 歳） 
  8 名 8 名（100.0％） 

9 名 

第 2 回  14 名 
14 名 

（45.9 歳） 
 13 名 

7 名（53.8％） 

*未修了者（R6 補

講）含 8名 

過年度 

受講者 
  4 名 

   4 名 

（54.0 歳) 
  4 名 

1 名 

（R5 就職） 

生活援助従事者研修   2 名 
   2 名  

(61.0 歳) 
  2 名 0 名（0.0％） 

合 計  28 名 
  28 名 

（50.2 歳） 
 27 名 

16 名（59.3％） 

*未修了者（R6 補

講）含 17名 

9 名 

※上記就職者数は、「１ 三重県福祉人材センター機能の充実・強化」の就職者数に含まれていま 

す。 

 

 

２（２）介護未経験者への一体的支援事業 

①介護に関する入門的研修（会場講座／個人向け） 

【受講者の状況】 

  
人数・内訳 平均 

年齢 

職場 

体験 

者数 

人材セン

ター登録

者数 

初任者 

研修 

受講者数 

生活援助 

従事者研修

受講者数 

就職者数

（過年度

含む） 男 女 計 

修了者 4 名 21 名 25 名 56.4 歳 1 名 1 名 0 名 0 名 1 名 

受講辞退 0 名 1 名 1 名 － － － － － － 

 4 名 22 名 26 名 56.4 歳 1 名 1 名 0 名 0 名 1 名 

※上記就職者数は、「１ 三重県福祉人材センター機能の充実・強化」の就職者数に含まれています。 
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②介護に関する入門的研修（Web 講座／個人向け） 

【受講者の状況】 

  
人数・内訳 平均 

年齢 

職場 

体験 

者数 

人材セン

ター登録

者数 

初任者 

研修 

受講者数 

生活援助 

従事者研修

受講者数 

就職者数

（過年度

含む） 男 女 計 

修了者 19 名 55 名 74 名 50.4 歳 2 名 2 名 1 名 0 名 4 名 

受講辞退 1 名 4 名 5 名 － － － － － － 

受講取消 1 名 0 名 1 名 － － － － － － 

 21 名 59 名 80 名 50.4 歳 2 名 2 名 1 名 0 名 4 名 

※上記就職者数は、「１ 三重県福祉人材センター機能の充実・強化」の就職者数に含まれています。 

 

 

 

２（３）潜在的有資格者等再就業促進事業 

【受講者の状況】 

 申込者 受講者 
受講者 

平均年齢 

職場体験 

者数 

人材センタ

ー登録者数 

就職者数

（過年度

含む） 

Web 受講 

(内介護職従事者) 

19 名 

(10 名) 

18 名 

(9 名) 
50.4 歳 1 名 3 名 2 名 

 
実技研修 

※Web 研修修了者

の内、希望者のみ

受講 

(内介護職従事者) 

10 名 

(6 名) 

4 名 

(4 名) 
51.3 歳 0 名 0 名 0 名 

※上記就職者数は、「１ 三重県福祉人材センター機能の充実・強化」の就職者数に含まれています。 

 

 

〇介護職員初任者研修資格取得支援事業（就職氷河期世代） 

【受講生の状況及び就労実績】 

回次 申込者数 
受講者数 

（平均年齢） 
修了者数 就職者数（％） 

OJT 等 

実施数 

補講 

参加者数 

（令和 5年

度受講者） 

過年度 

就職者

数 

第 1

回 
24 名 

23 名 

（46.8 歳） 
21 名 0 名（0％） 0 名 20 名 

8 名 
第 2

回 
28 名 

28 名 

（45.3 歳） 
25 名 5 名（2.0％） 0 名 24 名 

合計 52 名 
51 名 

（46.0 歳） 
46 名 5 名（1.0％） 0 名 44 名 8 名 

※上記就職者数は、「１ 三重県福祉人材センター機能の充実・強化」の就職者数に含まれています。 
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４（１）保育士・保育所支援センター 

【研修実施状況】 

研修名 講義内容 参加者数 

新任保育士元気 

アップ研修 
「保育現場のコミュニケーション」 194 

 

 

研修名 講義内容 申込者数 視聴回数 

保育所経営者・管理

者職場改善研修

（Web 研修） 

「不適切な保育について考える」 163 332 

「働きやすい保育の職場づくり～ハラスメント

の予防と解決～」 
139 186 

 

研修名 講義内容 申込者数 視聴回数 

潜在保育士就労・職

場復帰支援研修

（Web 研修） 

1．「これからの保育に求められるもの」 96 118 

2．「子どもの思いによりそう保育」 101 99 

3．「子どもの発達と保育～子どもの発達に寄り添

う支援～」 
103 81 

4．「子どものあそび、学びをはぐくむ保育」 102 92 

5．「保育の質を高める記録の取り方」 94 52 

 

 

＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標２ 持続可能な社会福祉の仕組みづくり 

推進項目（２） 福祉人材の定着支援と育成 

 

１（１）小規模事業所等人材育成支援事業 

【アドバイザー・講師派遣の内訳】 

 アドバイザー 研修講師 

通所介護 1 28 

地域密着型通所介護 1 3 

訪問介護 3 23 

認知症対応型共同生活介護 1 16 

多機能型事業所 0 1 

有料老人ホーム 0 6 

サービス付き高齢者向け住宅 0 3 

小規模多機能居宅介護 1 6 

就労継続支援 A型 3 13 

就労継続支援 B型 6 11 

生活介護 1 2 

放課後等デイサービス 7 17 

共同生活援助 0 1 

児童発達支援センター 0 1 

合 計 24 131 
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１（２）働きやすい介護職場応援制度構築事業 

【月別申請件数 新規】 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

申請件数（法人） 1 0 0 0 1 2 0 2 1 0 0 1 

宣言事業所数 3 0 0 0 3 8 0 7 28 0 0 2 

 

【月別申請件数 更新】 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

申請件数（法人） 0 0 2 1 1 3 0 0 1 1 0 0 

宣言事業所数 0 0 16 3 3 14 0 -3 2 3 0 0 

※11 月の宣言事業所数が-3 なのは、宣言事業所数 0 に対し、廃止・休止事業所が 3 あったため。 

 

【令和５年度末現在の宣言件数】 

 

合計 

内 訳 
令和 5 年度 

（新規／1

年目） 

令和 5 年度 

（更新／3

年目） 

令和 5年度 

（更新／5

年目） 

令和 4年度 

（2年目） 

令和 4 年度 

（4 年目） 

令和 4 年度 

（6年目） 

申請件数

（法人） 
45 8 1 9 4 4 19 

宣言事業

所数 
317 51 3 41 12 22 188 

 

 

 

＜事業報告に関連するデータ、指標等＞ 

基本目標２ 持続可能な社会福祉の仕組みづくり 

推進項目（２） 福祉人材の定着支援と育成 

 

【キャリアパス対応生涯研修の実施状況】 

研修名 日程 定員 参加者数 

修了者数 

（途中辞退

者除く） 

チームリーダーコース A 7/20・21 60 56 56 

チームリーダーコース B 7/26・27 60 51 51 

チームリーダーコース C 8/9・10 60 53 53 

中堅職員コース A 9/12・13 60 55 55 

中堅職員コース B 9/28・29 60 54 54 

中堅職員コース C 10/12・13 60 54 54 

初任者コース A 11/1・2 60 55 55 

初任者コース B 11/21・22 60 55 55 

初任者コース C 11/29・30 60 59 59 

管理職員コース 1/30・31 60 55 55 

小  計   600 547 547 
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【業種別研修の実施状況】 

区分 テーマ 日程 定員 
参加者

数 
備考 

老人Ⅰ エビデンスに基づく介護技術 7/28 60 51 
現地 

開催 

老人Ⅱ 
外国人の受け入れ体制づくり～すべての職

員が心地よく働くために 
1/29～2/28 なし 35 

動画 

配信 

障害Ⅰ 
障がい者福祉施設職員のためのメンタルヘ

ルス・ストレスケア 
10/20 60 24 

Zoom 

開催 

障害Ⅱ 
医療的ケア児支援センターと医療的ケア児

等コーディネーターに求められる役割 
3/5 60 16 

Zoom 

開催 

児童 
トラウマインフォームドケア～虐待を受け

た子どもたちへの支援～ 
10/10 40 21 

現地 

開催 

保育 
保護者支援～より良い人間関係の構築を目

指して 
6/28 80 53 

Zoom 

開催 

※老人Ⅱについては動画配信のため、参加数は施設単位で計上 

 

【課題別研修の実施状況】 

区分 テーマ 日程 定員 
参加者

数 
備考 

Ⅰ 有意義な会議・ミーティングの運営方法 8/2 60 43 
Zoom 

開催 

Ⅱ 
コーチング技法～部下や後輩のやる気を引

き出すために～ 
9/22 60 53 

Zoom 

開催 

Ⅲ 福祉職・介護職のためのマインドフルネス 9/7 60 33 
現地 

開催 

Ⅳ 
職場内研修の作り方～人と組織を育てるた

めに～ 
6/21 60 76 

Zoom 

開催 

Ⅴ 
福祉施設職員のためのアンガーマネジメン

ト 
8/4 60 64 

Zoom 

開催 

 

 

【公開保育の実施状況】 

開催市町 開催所（園） 実施日 参加者 

松阪市 若草保育園 9/6 19 

鈴鹿市 ひばり保育園 9/15 17 

津市 香良洲浜っ子幼児園 10/24 20 

伊勢市 豊浜西保育所 11/17 14 

四日市市 あがたが丘保育園 12/20 15 

 

 

【自主企画研修の実施状況】 

区分 テーマ 日程 
参加者

数 
備考 

A-1 福祉施設職員新人研修～社会人としての基礎・マナー～ 
5/9 ・

5/17 
120 

現地 

開催 

A-2 
レジリエンス研修～ストレスを乗り越え、より強いこころ

へ～ 
12/12 18 

Zoom 

開催 

A-3 伝える・伝わる力向上研修 10/11 55 
Zoom 

開催 

68



A-4 上手な褒め方・叱り方～部下の力を引き出すために～ 7/11 80 
Zoom 

開催 

A-5 
「『感情マネージメント』で疲れない心をつくる～感情と

うまく付き合うための思考習慣～」 
12/15 31 

Zoom 

開催 

A-6 保育要録～普段から活かせる記録の取り方～ 1/21 82 
Zoom 

開催 

A-7 保育士限定！接遇マナー研修 11/7 13 
現地 

開催 

A-8 家族からのヘビークレーム対応策 
10/2 ～

10/31 
64 

動画 

配信 

A-9 
認知症がある利用者に心地よい介護技術～動きの支援+関

わり方～ 
11/10 26 

現地 

開催 

A-10 障害福祉施設における虐待・身体拘束防止研修 
2/1 ～

2/29 
49 

動画 

配信 

 

 

【介護等体験受入人数（人）】 
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基本目標１ 　 地域共生の基盤づく り
推進項目（ １ ） 　 支え合う 地域づく り の支援

目標項目 単位 R1現状値 R6目標値 R5実績値 達成度
地域福祉活動計画策定市町数 か所 18 29 21 72.4%
相談支援包括化推進員養成数 人 0 200 127 63.5%
事例集への小地域活動の事例掲載数 件 23 60 31 51.7%
地域を対象とした福祉教育を展開している市町数 か所 13 29 29 100.0%
共同募金の目標達成率 ％ 97.4 101 99.8 98.8%

推進項目（ ２ ） 　 多様な主体と の協働
目標項目 単位 R1現状値 R6目標値 R5実績値 達成度

「地域版　活動強化方策」を策定している単位民
児協

か所 0 150 確認中 -

知事と種別協議会との懇談会等の開催回数 回 2 3 2 66.7%
みえ福祉の「わ」創造事業参画法人数 か所 165 192 164 85.4%
県内社協ボランティア登録者数 人 65,000 69,000 確認中
当事者団体との意見交換実施回数（累計） 回 0 7 0 0.0%

推進項目（ ３ ） 　 総合的な相談支援機能の強化
目標項目 単位 R1現状値 R6目標値 R5実績値 達成度

日常生活自立支援事業の生活支援員数 人 389 400 317 79.3%
成年後見中核機関を受託している市町社協数 か所 3 14 15 107.1%
一時相談支援事業（生活困窮）を実施する町 町 2 14 5 21.4%
期限内債権の当年度償還率 ％ 71 76 78.7 103.6%

基本目標２ 　 持続可能な社会福祉の仕組みづく り
推進項目（ １ ） 　 福祉人材の確保・ 就労支援

目標項目 単位 R1現状値 R6目標値 R5実績値 達成度
他機関主催の就職説明会等への参画回数 回 12 17 9 52.9%
求職者の相談件数 件 797 900 955 106.1%
福祉人材センターを通じた福祉職場への就職者 人 414 415 214 51.6%
潜在保育士等の相談件数 件 149 191 316 165.4%

推進項目（ ２ ） 　 福祉人材の定着支援と 育成
目標項目 単位 R1現状値 R6目標値 R5実績値 達成度

「みえ働きやすい介護職場取組宣言」の申請件
数（累計）

件 32 44 45 102.3%

キャリアパス対応生涯研修の参加者数 人 959 1,280 547 42.7%

推進項目（ ３ ） 　 質の高い福祉サービ ス に向けた支援
目標項目 単位 R1現状値 R6目標値 R5実績値 達成度

苦情対応研修会の実施 回 0 5 1 20.0%
「みえ福祉第三者評価」「社会的養護関係施設第
三者評価」の受審数（累計）

件 96 146 112 76.7%

基本目標３ 　 災害時に備えた支援活動の充実
推進項目（ １ ） 　 災害時に備えたネッ ト ワ ーク の構築・ 基盤強化

目標項目 単位 R1現状値 R6目標値 R5実績値 達成度
介護職員等、派遣に必要な人材等の登録者（累計） 人 0 200 142 71.0%
関係者への研修、訓練回数（累計） 回 0 24 15 62.5%

新ウ ェ ルビ ーイ ン グみえプラ ンにおける 「 活動支援の数値目標」 の達成度
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